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中学生海外派遣国際交流事業の概要 

 

１．意義・目的 

  駒ヶ根青年海外協力隊訓練所のある地域として、若者が世界に目を向けて協力隊員の活動を理解 

し、広く国際協力を実感しながら国際感覚を育てる。 

① 独立行政法人国際協力機構（JICA）、青年海外協力隊の現地での活動を理解し、国際協力のあ

り方を学ぶ。 

② 派遣国の文化や生活に触れ、違いを理解し、自国の文化や風土を再認識し、更に、自分の生活

を見つめなおす機会とする。 

③ 研修期間を通じて、中学生同士の交流を深め、参加者が責任を持って行動し、お互いに協力し

合って目的を成し遂げる心と友情を育む。 

④ 国際化のまちづくりを進めている駒ヶ根市民として、国際協力友好都市協定を締結しているポ

カラ市との友好の絆を深める。 

 

２．事業の変遷 

年度 派遣先 都市 期間 生徒数 赤穂中 東中 飯島中 中川中 宮田中 赤穂高 

H３ アメリカ          

４ カリフォルニア州 13 日 ９名 ○ ○ ○    

５ コネチカット州 14 日 12 名 ○ ○ ○    

６ ネパール カトマンズ ８日 10 名 ○ ○ ○    

７ 10 日 10 名 ○ ○  ○ ○  

８ 8 日 11 名 ○ ○ ○  ○  

９ 8 日 16 名 ○ ○ ○ ○ ○  

10 8 日 14 名 ○ ○ ○ ○   

11 ９日 14 名 ○ ○ ○ ○  ○ 

12 カトマンズ、ポカラ 8 日 11 名 ○ ○ ○ ○  ○ 

13 アメリカ同時多発テロにより中止 

14 カンボジア プノンペンほか ９日 13 名 ○ ○ ○ ○  ○ 

15 8 日 15 名 ○ ○ ○ ○  ○ 

H16～22 ネパールの情勢不安などにより事業中止 

23 ネパール カトマンズ、ポカラ ９日 ８名 ○ ○     

24 8 日 ８名 ○ ○     

25 8 日 ８名 ○ ○     

26 8 日 ８名 ○ ○     

27 8 日 ８名 ○ ○     

28 8 日 ８名 ○ ○     

29 8 日 ７名 ○ ○     

30 8 日 ９名 ○ ○  ○   

R1 8 日 10 名 ○ ○ ○    

 

３．派遣研修生の心得 

① 遊びではなく、学ぶ心をもって貴重な体験をする。 

② 集団行動では、個人的（自分勝手）な行動は慎み、規則正しく助け合い協力の気持ちをもって

行動する。 

③ 語学を学びコミュニケーション能力を養う。 

 



2 
 

参加者名簿 

 

生徒  

番号 氏名 性別 学校 分担 

１ 五十嵐
い が ら し

 咲
さ

季
き

 女 東中学校２学年  

２ 井口
い ぐ ち

 聡太
そ う た

 男 飯島中学校２学年  

３ 石曾根
い し ぞ ね

 空弥
く い な

 男 東中学校２学年 リーダー 

４ 市ノ瀬
い ち の せ

 さら 女 東中学校２学年  

５ 小田切
お た ぎ り

 彩音
あ や ね

 女 東中学校２学年  

６ 小松
こ ま つ

 光瑠
ひ か る

 女 赤穂中学校２学年  

７ 酒井
さ か い

 こころ 女 東中学校２学年  

８ 林
はやし

 穂美
ほ の み

 女 赤穂中学校２学年  

９ 宮下
みやした

 仁吾
に ご

 男 飯島中学校２学年 サブリーダー 

10 山田
や ま だ

 千紗姫
ち さ き

 女 東中学校２学年  

  

引率者  

番号 氏名 性別 所属・役職 分担 

１ 本多
ほ ん だ

 俊夫
と し お

 男 
駒ヶ根市教育委員会 

教育長 
 団長 

２ 宮下
みやした

 志保
し ほ

 女 
駒ヶ根市教育委員会 

子ども課 母子保健係 
 保健 

３ 吉澤
よしざわ

 啓太郎
け い た ろ う

 男 
駒ヶ根市教育委員会 

 子ども課 教育総務係 
 渉外、記録 

４ 伊井島
い い じ ま

 伸也
し ん や

 男 
飯島町教育委員会 

生涯学習係 
 生徒指導、記録 

５  服部
はっとり

 剛太
ご う た

 男 （株）エイチ・アイ・エス  添乗員 

６  斎藤
さいとう

 雄一
ゆういち

 男 （株）エイチ・アイ・エス  添乗員 
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事前打ち合わせ・研修等の実施状況 

 

日時・場所 内容 

10 月２日（水） 午後６時～ 

保健センター 

打ち合わせ会議 ① 

・自己紹介 ・日程と事業内容 

・渡航手続き（ビザ申請、保険申し込みなど） 

10 月 19 日（土） 午後１時～ 

アルパ 

事前研修会 ① 

・ワークショップ等 

10 月 25 日（金） 午後６時 30 分～ 

保健センター 

ネパール語講座 ① 

10 月 30 日（水） 午後６時～ 

保健センター 

打ち合わせ会議 ② 

 ・留意事項について ・補助金申請について 

・交流会等の演し物等 

11 月６日（水） 午後７時～ 

保健センター 

ネパール語講座 ② 

11 月９日（土）～ 

10 日（日） 

JICA 駒ヶ根 駒ヶ根訓練所体験入隊研修 

（１泊２日） 

11 月 13 日（水） 午後６時～ 

保健センター 

打ち合わせ会議 ③ 

・行動計画、係分担、交流会等の催し物 

11 月 20 日（水） 午後７時～ 

保健センター 

ネパール語講座 ③ 

11 月 23 日（土） 午後１時～ 

アルパ 

事前研修会 ② 

・ワークショップ ・先輩から後輩へ 

12 月 11 日（水） 午後６時～ 

保健センター 

打ち合わせ会議 ④ 

・交流会催し物 ・報告書、報告会について 

12 月 14 日（土） 午前 10 時～ 

アルパ 

打ち合わせ会議 ⑤ 

 ・ハーバリウム作り 

12 月 16 日（月） 午後６時～ 

保健センター 

壮行会 

１月５日～12 日 ネパール派遣 

１月 25 日（土） 午後１時 30 分～ 

保健センター 

報告会準備 ① 

２月４日（火） 午後６時～ 

保健センター 

報告会準備 ② 

２月 16 日（日） 午前 10 時～ 

JICA 駒ヶ根 

報告会 
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令和元年度 中学生海外派遣国際交流事業 行程 

 

１日目 １月５日（日） 

時間（現地） 内 容 備 考 

５：30 駒ヶ根市役所集合  

５：45 出発の会  

６：00 市マイクロバスで出発  

９：00 中部国際空港到着 添乗員と合流 

11：00 タイ国際航空 TG-646 便で空路バンコクへ出発 

 昼食（機内食） 

所要時間６時間 40 分 

15：40 タイ・スワンナプーム国際空港到着 

 入国手続き、荷物受け取り 

日本との時差２時間 

16：40 ホテル着（Novotel Bangkok Suvarnabhumi Airport） 

 夕食、まとめの会 

 

22：00 就寝  

   

２日目 １月６日（月） 

時間（現地） 内 容 備 考 

７：00 起床、準備、朝食  

８：30 スワンナプーム国際空港へ移動  

10：30 タイ国際航空 TG-319 便で空路カトマンズへ出発 

 昼食（機内食） 

所要時間３時間 30 分 

13：30 ネパール・トリブヴァン国際空港着 

入国手続き・荷物受け取り 

タイとの時差１時間 15 分 

現地ガイドと合流 

 （到着が遅れたため、世界遺産視察は延期））  

15：00 JICA ネパール事務所表敬訪問  

16：15 在ネパール日本国大使館表敬訪問  

18：00 ホテル着（Rama Inn Boutique Home） 

夕食、まとめの会 

 

22：00 就寝  
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３日目 １月７日（火） 

時間（現地） 内 容 備 考 

７：00 起床、準備、朝食  

８：20 トリブヴァン国際空港へ移動  

９：00 トリブヴァン国際空港着  

12：30 国内線（ブッダエアーU4607）でポカラへ出発 

 天候不良のため当初より約３時間遅れ 

欠航の場合は陸路で約７

時間 

13：30 ポカラ着 

 ホストファミリーによる出迎え 

 

14：00 ホテル着（Atithi Resort & Spa） 

 昼食（ネパール料理） 

 

 （飛行機が遅れたため、スリサハラバル中等学校の訪問

は延期） 

 

15：30 ポカラ市役所表敬訪問  

16：30 ホテル着 

 ホームステイ準備 

 

17：00 ホストファミリーとの顔合わせ式 

 全員で自己紹介後、夕食をとりながら交流 

 食事後それぞれの家庭へ。翌朝まで行動を共にする。 

 引率者はホテルに宿泊し、緊急時に対応する。 

 

   

４日目 １月８日（水） 

時間（現地） 内 容 備 考 

 （ホームステイ先） 

起床、準備、朝食 

 

８：00 ホテル集合  

８：30 ホテル発  

９：00 母子友好病院着 

 ネパール交流市民の会 北原照美さん 

 

 周辺地域散策  

 昼食（ネパール風焼きそばなど） ９日昼まで日本国大使館

の國貞雅夫書記官が同行   清掃プログラム 

 ハーバリウム、六つ花や帽子の贈呈 

17：30 ホテル着（Rama Inn Boutique Home） 

夕食、まとめの会 

 

22：00 就寝  
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５日目 １月９日（木） 

時間（現地） 内 容 備 考 

 （ホームステイ先） 

起床、準備、朝食 

 

８：30 ホテル集合  

９：00 レイクサイド散策  

９：30 スリサハラバル中等学校訪問 

現地の生徒と交流 

終日、青年海外協力隊の

橋本良隊員が同行 

10：30 女性技術開発機構（WSDO）視察  

12：00 昼食（レストラン）  

13：30 ポカラアカデミー訪問 

現地の生徒と交流 

 

16：30 ホテル着 

 お別れパーティー準備 

 

18：30 お別れパーティー  

22：00 就寝  

   

６日目 １月 10日（金） 

時間（現地） 内 容 備 考 

６：00 起床、準備、朝食  

７：30 ポカラ空港へ移動  

12：00 国内線（ブッダエアーU4606）でカトマンズへ出発 

 天候不良のため当初より約３時間遅れ 

欠航の場合は陸路で約７

時間 

14：00 青年海外協力隊活動視察 

 国立障がい者基金リハビリテーションセンター 

 木村優子隊員（作業療法士） 

青年海外協力隊の林まど

か隊員が同行（市出身） 

15：00 昼食（日本食）  

16：00 ホテル着（Rama Inn Boutique Home） 

 休憩 

 

18：00 お土産購入  

19：30 夕食（チベット鍋）  

22：00 就寝  
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７日目 １月 11日（土） 

時間（現地） 内 容 備 考 

 起床、準備、朝食  

８：30 ホテル発  

９：00 世界遺産視察 

 パシュパティナート（火葬場・寺院） 

 

11：00 トリブヴァン国際空港着  

14：00 タイ国際航空 TG-320 便で空路バンコクへ出発 

 昼食（機内食） 

 

18：30 タイ・スワンナプーム国際空港到着 

 乗り継ぎ 

 夕食（空港内レストラン） 

 

   

８日目 １月 12日（日） 

時間（現地） 内 容 備 考 

０：05 タイ国際航空 TG-646 便で空路帰国の途へ 

 朝食（機内食） 

 

７：30 中部国際空港到着 

 入国手続き、荷物受け取り 

 

９：00 市マイクロバスで駒ヶ根市役所へ  

11：20 駒ヶ根市役所到着 解散  
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～ネパールへの旅～ 
駒ヶ根市立東中学校 ２年 五十嵐 咲季  

～研修の動機～ 

 私がこの研修に参加しようと思ったわけは、過去にネパールに派遣された先輩方がとて

も楽しそうに現地での思い出を語っていたからです。何か特別なかけがえのない宝物を手

に入れたような、そんな派遣前とは違った先輩方の姿を見るうちに、私の心はこの派遣事

業に、そしてネパールという国に、強く惹かれるようになっていました。派遣が決まった

時には「やったー！！」と思わず声を上げそうになるほどうれしかったです。 

 

～研修テーマについて～ 

 私の研修テーマは「生活環境によって人の価値観や性格は変わるのか」です。その理由

は、環境も、言葉も、文化も、何もかもが違う日本とネパールにはどんな違いがあって、

どんな共通点があるのかとても興味があったからです。 

 

 

 

 

＊１日目＊ 

午前６時、市役所から中部国際空港へ向け出発しました。出発の会には家族のほかにも、

溝口先生、小山先生も来てくださっていたので、「本当にいろんな方に応援していただいて、

この事業に参加できているんだなぁ」と、身の引き締まる思いでした。 

中部国際空港に到着しました。ガラス張りの大きな空港を前に、地方中枢都市の本気を

感じました。 

   
                                                                                                              

出国審査を通過して、いよいよ飛

行機に乗り込みます。次、地上に降

り立ったら、もうそこは日本じゃな

いと思うとなんだか急に寂しくなっ

てきました。 



9 

 

   
 

   
  

＊２日目＊ 

                                
 

カトマンズに到着！飛行機の離陸が遅れたため、世界遺産のパシュパティナート視察は

後日に持ち越しになりました… 

 

          

 

飛行機の中はこんな感じ。座席

のタブレットで映画を観たり、音

楽を聴いたりできたので、約７時

間のフライトもあまり苦痛に感じ

ずに過ごすことができました！ 

 

午後４時ごろ、タイに到着し

ました！暑い！（このときの気

温は約 27 度）、世界の広さを

感じました。 

 

ホテル内のレストランで朝

食をとった後、飛行機でカトマ

ンズへ向かいました。機内食は

カレーでした。スパイシーでお

いしかったです！おつまみの

ナッツは気圧でパンパンにな

っていました。 
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JICAネパール事務所訪問 

JICAネパール事務所を訪問し、事務所の方のお話を聞きました。JICAの皆さんはどのよ

うなお仕事をしているのか、ネパールという国についてなど、たくさんのことを聞くこと

ができたし、今の自分や日本が今何をするべきなのかを考えることができました。６日目

の青年海外協力隊の活動視察がますます楽しみになりました。 
 

在ネパール日本国大使館表敬訪問 

 在ネパール日本国大使館を表敬訪問し、大使館の仕事についてのお話を聞きました。大

使館には両国の関係を取り持つ役割だけでなく、パスポートの再発行や国際結婚の際の手

続きなど、市役所的な役割もあるということを知って驚きました。とても貴重な体験がで

きました！ 
 

＊３日目＊ 

                    
 

午後になってやっと飛行機が飛びました。いよいよポカラに到着です！ 

 風… 

ホテルで朝食をとった後、ポカ

ラ市へ向かうため空港に行きま

した。しかし、またしても飛行機

が遅延…待っている間、雑談をし

たり現地の辛いスナック菓子を

食べたりしました。 
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ポカラ市役所訪問 

                       

ホストファミリーとの顔合わせ式＆ホームステイ 

 
                         

 
 

＊４日目＊ 

 

    
「私、歯みがきしちゃったんですけど…」と言ったら「食べ終わってからもう一回磨けば

いいわ」と言われ、２回目の朝ご飯を食べました。朝ごはんのアンコールは初めてでした

が、とても美味しかったです！ 

ポカラ市役所を訪問し、駒ヶ根市とポカラ市

との友好の歴史などのお話を聞きました。 

過去に派遣された先輩方や、ネパール交流市

民の会の方々が築き上げてきた駒ヶ根とポカラ

の関係を今後も守っていきたいと思いました。 

ネパールの人はみんな早起きで、朝は

トラックの音や動物の鳴き声で起きまし

た。ユウェンくんとお話をしていると朝

ごはんが出てきました。メニューはトー

ストとシリアル、日本と同じような朝食

でした。食べ終わって出発の準備をして

いると、アンジャナさんがチキンカレー

を用意してくれていました。私が 

ホテルでホストファミリーの方と合流し

一緒にレストランへ向かいました。顔合わせ

式にはホストマザーのアンジャナさんと息

子のユウェンくんが来てくれました。 

一緒にご飯を食べた後、いよいよホームス

テイ先の家に向かいました。家に着くとアン

ジャナさんの旦那さんとおじいさんとおば

あさんが出迎えてくれました。挨拶をした

後、日本の写真を見せたり、ユウェンくんと

○×ゲームをしたりして交流しました。とて

も楽しかったです！ 
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母子友好病院訪問 

 朝ごはんをなんとか食べ終え、アンジャナさんと一緒に歩いて母子友好病院に向かいま

した。その道中、野良ニワトリや野良猫を見ることができたので「ネパールならではの光 

 

              

 

成り立っているようでした。日本ではあまり見かけない生活様式ですが、ポカラではよく

見かける生活だそうです。 

 病院に戻ると、今度は病院の中を見学しました。ロビーの受付や薬の受け渡しカウンタ

ーのところには鉄格子がついていました。病院の中には、陣痛をこらえるための椅子や、

字の読めない人のためのイラストをたくさん使った注意書きなど、お母さんたちが安心し

て子供を産めるようなたくさんの工夫がありました。 

 病院でお昼ご飯を食べた後、またグループに分かれて病院の掃除をしました。私たちが

掃除をした部屋は怪我などの手当てをする部屋でした。ぱっと見はきれいな部屋だったけ

れど、やっぱり壁や部屋の端などは汚れが溜まっていたので病院の人たちと協力して掃除

をしました。とてもきれいになったので良かったです！ 

        

掃除終了！なかなかやりがいのあるお仕事でした。みんないい笑顔！ 

 

 

景だなぁ」と思いました。 

病院に着くとグループに分かれ

て周辺地域を散策しました。私は

光瑠ちゃんと同じグループになり

ました。最初に母子友好病院で子

供を産んだという家族を訪ねまし

た。その家では飼っている動物の

ためのえさを作り、育てた動物を

食べる、という自給自足の生活が 
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＊５日目＊ 

WSDO（女性技術開発機構）訪問 

 ホストファミリーの方にホテルまで送ってもらった後、みんなでバスに乗って WSDO（女

性技術開発機構）を訪問しました。WSDOとは病気、障害、シングルマザーなど社会的に立

場が低く十分な収入を得られない女性たちに、一から技術を教え、自立をサポートする団

体のことです。今回は紡績、染色、機織り、縫製の工程を見学させていただきました。

           

学校訪問 ～ポカラアカデミー～ 

    
 

お別れパーティー 

 ポカラアカデミー訪問の後はホテルでのお別れパーティーに参加しました。乾杯の後、

ご飯を食べながらホストファミリーの方々と今までの思い出などについて語り合いました。 

              

 

この染料、原材

料はなんと虫!! 

天然素材の染料

と化学染料の両

方を使って染色

をしているそう

です！      

 

この方は、この

道 13 年の大ベテ

ランだそうです。 

熟練の早業に驚

愕です！ 

昼食を食べた後、バスでポカラアカデミー

に向かいました。バスを降りるとたくさんの

生徒の方たちが出迎えてくれました。講堂の

ようなところで歓迎を受けた後、交流をしま

した。私は習字チームで、生徒たちの名前を

当て字で書きました。興味を持ってくれるか

不安だったけれど、たくさんの人が来てくれ

たので良かったです。 
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ご飯を食べた後、ホストファミリーの方々と一緒に踊りました。とても楽しかったです！ 

         

 

＊６日目＊ 

青年海外協力隊活動視察 

   

 

お土産購入 

                  

 

 

 

バスに乗り、青年海外協力隊の方が活動している施

設へ行きました。 

この施設では、事故などで手足を失ってしまった方

のための義手や義足を作ったり、脳性麻痺など障害の

ある方のリハビリを手伝ったりするという活動をし

ているそうです。限られた資源の中で活動をするのは

とても大変なことだけれど、それでもネパールの方の

ために一生懸命する隊員さんの姿はとてもかっこよ

く見えました。 

カトマンズの日本人向けの

土産物店でお土産を買いまし

た。食品だけでなく、かわいい

キーホルダーやマグネットな

ど、雑貨もたくさんありまし

た。家族や友人にネパールらし

いお土産を買えたので良かっ

たです！ 
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＊７日目＊ 

パシュパティナート視察 

  

           
 

＊８日目＊ 

タイの空港で… 

  
 

～研修の感想～ 

「私の初海外がネパールで本当に良かった！」自信をもってそう言えるほど楽しく、ま

た学びのある 8 日間でした。私はこのネパールへの研修で現地の方たちの生活や子供たち

の笑顔を見て、「物やお金があるということだけが幸せではない」というとても大切なこと

を感じることができました。この経験を生かして自分らしく、そして強く今後の人生を歩

２日目に行けなかった世界遺産パシュパティナートの

視察に行きました。門の前に着くと大きな牛が出迎えてく

れました！威厳のあるその佇まいにかっこよさだけでな

く、一種の神々しさのようなものを感じました。パシュパ

ティナートでは牛だけでなくハトやサルなど、さまざまな

動物を至近距離で見ることができました。 

中に入ると小さな寺院のような建物がたくさんあって、

その一つ一つに歴史を感じました。 

乗り換えまでの数時間、タイの空港でお土産を買った

り、食べ物を食べたりして過ごしました。私は千紗姫ちゃ

んと穂美ちゃんと一緒に行動しました。雑貨屋さんでおそ

ろいの象のキーホルダーを買った後、スターバックスで飲

み物を飲みながら談笑しました。とても楽しかったです！ 

写真は、左が私、真ん中が穂美ちゃん、右が千紗姫ちゃん

の象です。旅の良い思い出になりました！ 
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んでいきたいと思います。 

最後になりますが、私たちの挑戦をサポートしてくださった市役所の方々、温かく見守

ってくれた家族、そして雑巾だけでなく様々な思いを私たちに託してくださった昨年度派

遣された先輩方など、この派遣にかかわってくださったすべての方々に感謝したいです。

本当にありがとうございました！ 
 

～家族から～ 

この度は、ＪＩＣＡの皆様、駒ヶ根市教育委員会の皆様、引率の皆様、また娘と一緒に

ネパールで仲良く過ごしてくれたたくさんの仲間の皆さんに感謝しています。 

小学生のころからネパールに行きたいと言っていた娘の希望が叶い、たくさんの方々の

支えの元に娘はかけがえのない時間を過ごすことができました。 

遠い遠いネパールという国…。初めて日本以外の国に訪れ、自分が暮らす日本とのギャ

ップを感じることができたと思います。 

親である私が思うこと。世界には、人にはそれぞれの当たり前があり…それぞれの幸せ

があると思います。目の前にある現実。目の前にいる人。仲間。家族…。何を求めるかで

はなく、自分に何ができるのだろうかと考えられる娘になるための大切な第一歩になる貴

重な経験をさせて頂き、ありがとうございました。 

末筆となりますが娘を温かく迎え入れてくださったホストファミリーのアンジャナさん

の御一家に心より感謝申し上げます。  

 

 

 

 

最高の 8日間！ 
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ネパールに行って学んだ事、感じた事 
                         飯島中学校 2年 1組井口聡太 

研修に参加した理由 

僕がこの国際交流事業に参加しようと思った理由は 2つあります。 

1つ目は、純粋に海外に行ってみたかったからです。僕は二十歳になるまでに、日本以外の

5 つの国を訪れてみたい、と思っていました。そのため今回の事業はそんな自分にとって

いい機会だなと、思いました。2つ目は、ネパールのことが気になったからです。この事業

を知った切っ掛けは学校での説明会です。この説明会を聞いていた時の自分がネパールに

ついて知っていることといえば、「国旗が三角の国」ということだけでした。しかし話を聞

いていくうちに、ネパールという国の文化やネパールでの生活に興味を惹かれていき、行

ってみたいと思うようになりました。以上の理由からネパールへの旅は始まりました。 

 

研修テーマ  

僕が研修テーマにしたものは、「宗教」です。日本では、生活と宗教の関わりを感じるこ

とも少ないのですが、ネパールでは多くの人がヒンドゥー教を信仰しており、生活にもそ

の影響が日本よりは強く見られるということがわかりました。そのため、ネパールでは宗

教と生活がどのように結びついているのかを学ぶために、研修テーマを「宗教と生活の結

びつき」としました。そして、実際に自分で、ホストファミリーにそのことを訪ねること

にしました。 

 

国際交流事業の様子 
 

JICAネパール事務所訪問 
ネパールに着いてまず、JICAネパール事務所を訪問しました。ここでは、ネパールで大地

震が起こったことや、数年前まで王政だったことなどネパールの現状についてお話しいた

だきました。特に心に残っているのが大地震で多くの人が被災し、まだ完全に復旧されて

いないと言うことでした。また他にも、日本がネパールにどのような支援をしているか等

も聞きネパールと日本の関係の深さを知りました。 

 

大使館表敬訪問 
ここでは、大使館でどのような仕事をしているか聞きました。大使館では、１０人位で色々 

仕事をしていて、ビザの発行をしているそうです。日本とネパールを繋ぐ場所で働く事は、

とてもやりがいがある仕事だと僕は思いました。 
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ポカラ到着            

日本を出発してから３日後に、ネパールの首都ポカラ

に到着しました。左の写真は、ポカラ空港です。ポカ

ラに到着したらまず初めに、ポカラ市内のホテルで昼

食をとりました。このホテルに入るとき、マリーゴー

ルドの首飾りと額に赤いティカをつけてもらいまし 

た。昼食では、初めてネパールの料理を食べました。

左の写真は、この時昼食を食べたホテルの様子です。

昼食の後は、ポカラ市役所を訪問しました。ネパール

の市役所ということで、どのような建物なのか気にな

っていたのですが、ネパールの普通の家と同じ様な建

物で、少し驚きました。ポカラ市の偉い方達が集まっ

ていたため、緊張しました。そのせいもあり、日本で

練習していった自己紹介が上手くできませんでした。

少し残念でした。 

 

←ポカラ市役所の写真 

 

 

 

 

 

 

 

ホストファミリーとの顔合わせ式 

３日目で一番楽しかったのは、ホストファミリーとの顔合わせ式でした。 

昼食をとったホテルでホストファミリーと待ち合わせをしました。ただ、ほとんどのホス

トファミリーは空港に到着したときに出迎えてくれたので、顔を知っていました。このと

き僕は、僕たちを迎え入れてくれるホストファミリー同士がとても中が良かったので、驚

きました。 

僕のホストファミリーは、スマンさんという方でした。スマンさんが色々な人に僕の事

を紹介してくれたので、紹介した人全員が家族だと思ったくらいでした。その後パーティ

ー会場に向かう途中にスマンさんが家族構成や明日の朝に何が食べたいかなど色々話して

くれましたが、英語が少ししか出来なかったので上手く答えることが出来ませんでした。 
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顔合わせ式が始まるまではそれぞれのホスト

ファミリーとお茶を飲みながら雑談をしました。

僕は、スマンさんが最近行った上海、ドバイの写

真や、スマンさんの子どものスザンとススマの写

真を見せてもらいました。右の写真はその時の様

子です。英語はうまく話せませんでしたが、ジェ

スチャーや、Yes、Noといった簡単な英語を使い、

コミュニケーションをとることができました。 

この日の夜、スザンとチェスをしました。 

ほとんど負けていましたが、最後に１回だけ勝つ事が出来ました。ホームステイはこの研

修のなかで１番良い経験になりました。言葉が通じないからと消極的にならずにコミュニ

ケーションをとったおかげで、勇気を出して前に進んで行くことの大切さを感じる事が出

来ました。 

村散策 

４日目はホストファミリーに母子保健友

好病院まで送ってもらいました。 

病院の清掃をする前に村の散策をしまし

た。この村散策では、友好病院で産まれた

赤ちゃんがいる家庭や友好病院で出産す

る予定の妊婦さんの家を訪問しました。左

の写真は妊婦さんが栄養を摂るために買

った雌鶏です。この散策で、友好病院が地

域の人に信頼されているのがわかりまし

た。 

 

母子保健友好病院で清掃  

散策が終わったら母子保険友好病院を

見学しました。ここでも、ティカとマリ

ーゴールドの首飾りをもらいました。

病院の見学は五つ位の班に別れて見学

をしました。 
見学の後は挨拶をして、日本で作った

ハーバリウムを渡しました。 

ハーバリウムを渡した後はいよいよ清

掃をしました。清掃は飯島中学校の誇

りの一つ なので、しっかりと隅々まで、

丁寧に掃除をしました。 
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掃除のあと雑巾が真っ黒になりました。清掃スッタフさんに、「中学生の清掃の仕方は、素

晴らしい。見習いたい。」と言ってもらった時は嬉しかったです。 

 

学校訪問(ポカラアカデミー)訪問 

５日目、ポカラアカデミーを訪問しました。ここでは、それぞれ発表をしました。 

僕たちは、リコーダーの演奏に合わせて君が代を歌いました。 

ですが、リコーダーは全然だめで、もっと練習をすればよかったと思いました。 

発表の後は、ネパールの子どもと一緒に日本の遊びで交流をしました。僕は、折り紙を

しました折り方を見せながら作ったので、難しい鶴も、ほとんどの子が折れていてよかっ

たです。またネパールの子供は誰にでも話かけてくるような、とてもフレンドリーで明る

い子供たちでした。 

 

青年海外協力隊活動視察 

青年海外協力隊の活動を見学しました。バスで移動している時に、ネパールで交通指導

をしいているかたの話を聞きました。ネパールでは、ほとんど信号機がなく、あっても電

気がついていないそうです。他にも道路の舗装が完璧でないところもあるそうです。 

次に義手などを作りリハビリをする施設で活動をしている隊員の話を聞きました。 

ここで、義手を作る方のほとんどが比較的裕福な人たちだそうです。遠くから来る人もい

ますが、材料が無いなどの理由でいつでも対応できないのが辛いそうです。 

今日出会った 2 人の姿から、ネパールを更に良くしたいと、一生懸命に頑張っている様

子が分かり、僕自身誇りに思える仕事に就きたいと思いました。 

 

WSDO訪問 

WSDOとは、シングルマザーの人たちや、

カースト制度の中で、身分が恵まれてい

ない女性などが、経済的に自立をするた

めの支援をするために作られた組織で

す。 

今回の見学では、糸の染色や、それらの

糸を使ったバッグ作りなどをみること

ができました。 
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←糸の染色のために使う

燃料です。  

 この燃料を使って、→ 

 このように、糸を染色し

ていました。 

 

←染め上がった糸で

す。とてもきれいな

色が出ていました。 

 

←染めた糸で織った布を使って、

バッグを作っている様子です。

（左側） 

 また、バッグ以外にも、バッグに

つけることのできる小物も作っ

て販売されていました。 

 （右側） 

 

←また、バッグなどの品物にする以外にも、染めた

糸を使って作られた布自体も、販売されていま

した。 

 ポカラ市には観光客が多いので、その観光客向

けに販売されているということがわかりまし

た。 
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パシュパティナート見学 

最後に 3 日目に行く予定だったパシュ

パティナートという世界遺産に行きま

した。 

パシュパフィナートは、ネパールに限ら

ずヒンドゥー教徒の人々にとってとて

も大切な場所だと知りました。 

また、ここは世界遺産ではありますが、

実際に使われている火葬場で、実際に火

葬を行うところも、火葬の前の準備の場

面も、見学することができます。 

この本殿のような建物は、ヒンドゥー教   

徒しか入れないため、外から見るだけで 

したが、とても立派な建物でした。 

 

実際に自分たちが見学している時も火葬をしていま

した。左の写真は、火葬の前に川の水で死者の体を清

めている場面です。ここでは、ネパールの色々な風習

を知る事が出来ました。例えばお葬式の時は、白い服

を着て参加することや、火葬の後の灰は、川に流され

るということなどです。 

パシュパフィナートで行われていた火葬を見学する

中で、ネパールの人々の生活の中にある宗教観につい

て、少しですが触れることができたような気がしまし

た。 

 

↓パシュパフィナートの中の様子 
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研修テーマのまとめ 

僕の研修テーマは、「宗教と生活の結びつき」ということで 8日間、宗教に関連してそう

なことがあったら誰かに聞くなどしてきました。ですがホストファミリーとは、会話する

ので精一杯だったので「宗教と生活の結びつき」について聞くことが出来ませんでした。

ですがホストファミリーの生活の様子や村歩きのときに聞いたことからネパールでは日本

よりも宗教が生活に根付いて居ると感じました。そして、僕がまとめとして考えたのは、

技術が発展していない国では、発展している国に比べて宗教をよりどころにしている人が

多いと言うことです。 

 

研修を通しての感想 

僕は、最初この国際交流事業に参加しようと思ったきかっけは、単純な理由でした。 

ですがそのおかげで、貴重な体験をすることが出来ました。僕がこの国際交流事業で感じ

た事は、勇気を出して前に進むことの大切さです。なぜ、この事を感じたかというとホー

ムステイが関係しています。ホームステイの時に、言葉が通じないからといって会話をし

なかったらホストファミリーとあんなに楽しい時間を過ごす事はできなかったからです。 

この事業で感じたことは、これから先の人生できっと役に立つと思います。 

 

保護者からの一言 

異文化、価値観、人それぞれが日本国内でちがう様に、国が変わればそれはさらに大きく

なると思います。その違いを、受け入れ、理解、経験できたと思います。 

                                    父より 
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       僕のネパール研修  

 

  駒ヶ根市立東中学校 ２年 石曾根空弥 

 

初めての海外研修 

 

 僕は今まで、海外には一度も行ったことはありませんでした。ですが、今回はネパ

ールに行くことを決意しました。なぜならば、自分は音楽が大好きで、世界の色々

な音楽を知りたいという思いがあります。ネパールの音楽や楽器はどんな感じなん

だろう…学校でもらったネパール研修の要項を見ながら、そういう思いがふくらん

でくるのを自分でも感じていました。 

 実は、祖母が旅行好きで、今までも何度も海外に誘われていたのですが、いつも

断っていました。海外は自分の知らないことも多いだろうし、言葉も通じないだろ

うし、正直、面倒なことが多いと思ったからです。でも、今回は、同じ中学生と研

修に行くということもあって、志願することにしました。始めは、非常に怖いとい

う気持ちもありましたし、実際に上手くいかないことも多くありました。しかし、

一緒に行った仲間たちと良い研修をすることができました。 

 では、僕の研修報告をはじめます。 

 

怖かったフライト 

 

 朝の６時に駒ヶ根を出発して、中部国際空港に向か

いました。僕はリーダーという立場もあったので、緊

張していました。飛行機に乗る寸前、恐怖で足が震え

ていました。実際、飛行機はすごく揺れて、映画を観

ていたのですが気持ちが悪くなってしまいました。隣

の人がずっと寝ていたので、中々トイレに行くことも

出来ず、ストレスがたまりました。ですが、飛行機か

ら見た景色は美しく、機内食もありがたいことに日本

食だったので、救われました。 

 

タイを経由して 

 

  日本と比べて、タイはすごく暑くて驚きました。長

袖を着ていたので本当に暑かったです。スーツケース

を受け取ると、傷だらけになっていたのにも驚きまし

た。いつも暮らしている日本ではこんなことはないの

で、本当に日本は安全な国なんだと思いました。タイ

にいるということもあって、当然、日本人はほどんど

いなくて、全く違う国に来たのだという思いがこみ上

げてきました。 
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カトマンズに到着 

 

 いよいよカトマンズに着きました。空気感というか気候

は、駒ヶ根に近いのですが、排気ガスが多くて、ずっと

濁っているような感じがしました。駒ヶ根は非常に空気

がきれいなんだなと実感しました。カトマンズは駒ヶ根

に比べると人口が多くて驚きました。バスの中から見て

いても、車の譲り合いがなくて、怖いな～と思いました。

そして、２０１５年にあった地震の影響もまだまだ残っ

ていて、傷跡がありました。 

 

 

ポカラへ 

 

  ポカラは気温が駒ヶ根と似ていて、非常に過ごしやす

いと思いました。排気ガスがカトマンズに比べて、少な

くて良いと感じました。僕たちが着いた時はとても晴れ

ていたので暖かかったです。ポカラについてからは、ホ

ームステイ先の家族が迎えに来てくださっていて、｢この

方たちと２日間過ごすんだな～｣と、緊張が走ったのを覚

えています。ちなみに僕のホームステイ先のお母さんは

忙しく、いらっしゃっていませんでした。 

 

 

いきなりホームシックになったホームステイ 

 

  ホームステイが始まって、僕はホストファミリーの皆

さんにプレゼントを渡しました。日本の手ぬぐい、日本

のキャラクターの入れ物やコップ、敷物などです。非常

に驚いていて、嬉しそうにしてくれていました。ちなみ

に１００円均一で買った物だったのですが…。その日は

緊張の為か眠ることができずにいました。午前４時くら

いに日本の友だちにラインしました。友だちは優しく返

信をくれました。 

 

 いきなりホームシックになったのですが、原因の１つ

に、言語の違いがあります。僕は、日本でネパール語の本を買ったのですが、現地

ではそのネパール語が通じず、携帯の自動翻訳に頼ろうとしたのですが、それも上

手くいかずに、最初の夕食は無言の時間が続きました。家族の方々には英語を覚え

ていけば良かったのも関わらず、申し訳ないと思いました。 
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聞き取れた英語。そして、ネパールバーベキュー 

 

 ２日目の朝。ホストファミリーの皆さんに車で集合する場所まで送っていただい

たのですが、途中に教えてもらった｢チャイニーズブリッジ｣は、すごく心に残って

います。初めてネパールに来た中国の人たちが作った橋のことですが、僕にとって

は、初めて聞き取ることができた英語だったので、すごく嬉しくなりました。なの

で、チャイニーズブリッジは、一番心に残る場所となりました。 

 

 

嬉しかった誕生日パーティー 

 

 その日は、ホストファミリーの方にホテルまで迎えに来てもらい、その夜、ネパ

ールバーベキューという日本のバーベキューよりも量の多い、鶏肉メインの焼肉を

してもらいました。ホストファミリーの皆さんには、その日が僕の誕生日だという

ことを伝えてあったので、ネパール流にお祝いをしてもらったということがとって

も嬉しかったです。デザートに、おばあちゃんが焼いてくれたケーキを食べました。

サイズがびっくりするほど大きくて、食べきれるか不安になる程だったのですが、

とっても甘くて美味しかったです。 

 

お別れの日 

 

 ホストファミリーとのお別れの会がありま

した。その日はダンスを踊ったり、ネパール

の料理を食べたりしました。そのダンスは、

ネパール民謡に合わせて踊るダンスで、日本

のリズムとは違って、すごく新鮮に感じまし

たし、とっても楽しかったです。 

  僕たちは、｢さくらさくら｣と、ネパールの

歌を歌いました。ネパールの皆さんもすごく

盛り上げてくれたので、とても楽しい時間に

なりました。その晩は、ホテルで、一緒に行

った男子たちといたので、言語が通じる喜び

を感じました。 

 

誕生日プレゼント 

 

そして、ホストファミリーの方々から誕生日プレゼントをもらいました。ネパール

のマダルという、民族楽器です。筒状になっていて、両側に羊の皮がついている楽

器です。弾きこなすには、ネパールの人でもかなり練習しないと良い音がでない楽

器です。マダルは、僕が今まで出会った楽器のなかでも、一番音を出しにくい打楽

器でした。ですが、そのパーティの中で、ひとつのリズムを教えてもらったところ、

僕がそのリズムを叩くことができたため、周りの人たちがすごく驚いて、｢君はセン

スがあるから、ネパールに留まるべきだ！｣と言われました。 

母子友好病院｢駒ヶ根ホスピタル｣ 
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  この病院は、日本及び駒ヶ根との関わ

りが強い建物です。例えば、東伊那小学

校のアルミ缶回収の収益金で、子ども達

が遊べるスペースを作ったと聞きまし

た。正直言って、日本の病院に比べて、

中の状況はあまりよくありませんでし

た。電気も、奥に行くにつれて暗くなっ

てしまうので、良い環境とは言えません

でしたが、患者さんと医師や看護師の方

が話している姿を見ると、すごく良い関

係にあることがわかったので、とても良

い病院だと思いました。 

  

 病院はまだ建設途中で、特に２階はゴミがたくさん落ちていました。 

   

 僕たちは病院の掃除をしましたが、｢日本の人たちはそこまでやるの？｣と驚かれ

る程、きれいにしました。掃除をする前と後とでは、見え方も違うほど頑張りまし

た。看護師の方々にも喜んでいただいたので、そこで掃除の価値を感じることがで

きました。特に２階をきれいにするように頑張りました。時間があまりなくて、完

璧にとは言いかねるのですが、できるだけきれいにするようにしました。 

 

 

現地の学校  

 

 ２つの学校を見学に行きました。小学校と中学校に行きました。小学校は、すご

く皆元気で、皆が寄ってきてくれました。自分で言うのも何ですが、僕はとっても

人気があり、たくさんの児童の皆さんが話しかけてくれました。すぐに鬼ごっこに

誘われて、小学生くらいなら大丈夫だろうと思いましたが、皆の身体能力の高さに

驚かされて、へとへとになりました。 

 小学校は貧しい土地に建てられた学校ですが、貧しさを感じさせないパワーと笑

顔が見られて、過ごしていて非常に楽しかったです。 

 中学校は、豊かな土地に建てられた建物です。日本とは違って７年生という学年

がありました。中学生は大人なんだな～と感じました。小学生と比べたら、静かに

落ち着いていて、人の話をしっかりと聞いていました。僕も見習わなければならな

いと思いました。 

 中学校では、縄跳び、けん玉、折り紙、習字の４班に分かれて活動しました。ち

なみに僕は縄跳びの班で、現地の生徒に縄跳びを教えました。現地の生徒は、身体

能力の高さと覚えの早さに驚かされました。 
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街探検 

  病院に行った後、街の探検に出かけました。現地

の街を歩いてみました。妊婦さんのお家に行かせて

いただいたり、道を歩いていたりしました。ネパー

ルでは、お家で子どもを産む人が多く、それはとて

も危険なことなので、病院に来て生んだ人にはお金

をあげることにしたそうです。そういうことがある

のだと驚きました。 

  

 また、お花屋さんにも行かせていただき、そこに

は、青年海外協力隊の人が持ってきたという桜の花

がありました。日本の人がここまで桜を持ってきた

ことに驚き、見慣れた花があることに親近感を感じ

ました。 

良い体験になりました。 

 

この研修で考えたこと。学んだこと。 

 

 僕がネパールというか、海外に行って感じたことはたくさんあります。まず、言語

が通じなくて心が折れそうになりました。でも、実際の音声言語だけではなくて、

ジェスチャーとか笑顔とかで伝える手段はあるのだということが段々分かってきま

した。言葉が通じないからといって後ろ向きになるのではなくて、どんどんとチャ

レンジすることが大事なのだと感じました。ネパールの方々はとても温かくて、外

国人である僕にも興味を示し、たくさんの温かな対応をしれくれました。ネパール

はまだまだ復興の途中にありますが、明るく、温かく、すごいなと感じることがた

くさんありました。今まで僕は日本にいて知らなかったことばかりですが、今回の

研修を通して多くの学びを得ることができました。本当に感謝しています。 

 

 ありがとうございました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者より 
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 この研修に参加したいと言われた時、とてもビックリしました。 

  

 元々、海外にも興味がないと思っていたので、なぜネパールなんだろうと思って

いましたが、彼はネパールにある｢マダル｣という楽器を見てみたいと言うのです。

ドラムを学んでいる彼にとっては、魅力を感じたのだと思います。慣れない環境で

どのように過ごすのか、心配ではありましたが、帰ってきた時の顔を見れば、すぐ

に成長したことが分かりました。 

  

 彼にとって、大好きな音楽が、ネパールではどんな形で根付いているのか、肌で

感じられたのでしょう。とても満足げな様子が、言葉にしなくても伝わりました。 

 

 それだけでなく、ネパールの生活環境を体験した事により、日本で当たり前の事

が全てではないという事も、きちんと学んできたようです。 

  

 この経験が今でなくても、１０年、２０年後と、時が経ったら、彼の人生の中で

大きく活かせたらと思っております。 

  

 この研修に携わってくださった全ての皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。 

  

 貴重な経験をさせてもらえた事、改めまして御礼を申し上げます。 

 

 ありがとうございました。     

 

                            石曾根 蘭 
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日本とネパールの生活の違い 
駒ケ根市立東中学校２年 市ノ瀬さら 

【応募動機】 

私は、小学校の頃に JICA の人たちが来て海外のことを教えてくれていたりしました。 

そのときから海外のことについて興味を持ち始め中学生になってこの事業があることを知

りました。もともと、小学校のころから、将来は青年海外協力隊に入りたいと思っていた

ので実際に海外って日本と何がどう違うんだろうと思いこの事業に応募しました。 

【研修テーマ】 

私の研修テーマは日本とネパールとの生活や食文化の違いが何なのかを知ることです。 

日本とは違う環境で実際に過ごし日本と何が違うかを体験し見てきたいと思ったからです。 

また、将来自分がネパールのような発展途上の国に何ができるのかを知りたいと思います。 

 

出発式 
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１月５日（日） 

朝早くから市役所に集まり出発式です。 

不安は一切なく楽しみでいっぱいでした。 

天気は晴れ。出発にふさわしい朝です。 

スワンナプーム空港に到着です。 

こちらのホテルは空港の中にホテルがある

という、日本ではあまり見ない形のホテルで

驚きました。中には不思議な絵や面白い置物があり、とても素敵でした。 

今回のメンバーの中に１月生まれが４人いて、夕食の時にお店の方からサプライズで 

ケーキを戴きました。とても印象に残った思い出です。 

１月６日（月） 

午前中、バンコクからカトマンズへ飛行での移動です。移動中の機内食ではナンとタイ米

とチキンが出ました。先輩方から機内食がとても辛いと聞いていたのですがあまり辛くは

なくとてもおいしく食べられました！ 

カトマンズのトリブヴァン空港に到着です! 

トイレがすごく汚くて、流すと変なところから水が

すごい勢いで出てきて制服がビタビタになってしま

いました・・・。トイレの中は手を洗うところにも

水が浸ってて驚きました。 

 

ホテルのロビーにて 

 

WELCOME TO NEPAL 
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～移動中～ 

バスに乗るときにふと見ると犬が死んだように寝ていてすごくかわいかったです!!また、い

たるところに電線がぐちゃぐちゃになって電柱に絡まっていました。この電線のほとんど

が使っていないそうです。 

～JICAネパール事務所訪問～ 

ネパールの課題は貧困や衛生面ですが、電力、河川、道路などのインフラが未整備で開発

を妨げる要因となっています。日本からのネパール支援は約 2.5 ㎞のトンネル（ネパール

初）を経済整備支援で作ったり、2015 年にネパールで起こった大地震の時にはレスキュー

隊の派遣や支援物資を行ったことなど、具体的な支援のカタチを知ることができました。 

～日本国大使館訪問～ 

ここでは大使の方がいなかったので書記官の國貞さんからお話しを聞きました。 

日本国大使館の役割は、日本に行くネパール人にビザを供給したり、パスポートを失くし

た日本人の手続きやネパール人と結婚した際の手続きなど市役所的なこともあります。 

 

１月７日（火） 

この日は国内線でトリブヴァン空港からポカラ市に行きました。10 時の到着予定が 3 時間

も遅れてしまい 14 時にお昼を食べました。こうした遅延はよくあるようです。 

お昼に食べたカレーはすごく辛くてあまり食べれず、現地の味に慣れることが出来るのか

と不安に感じました。 
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～ホストファミリーとの顔合わせ式～ 

私は英語があまり話せないのでコミュニケー

ションがとれなくて困りましたが、単語と主

語を並べて身振り手振りでなんとかなりまし

た。一安心です。 

夜はホストマザーと一緒に寝ました。初めて

の環境であまり寝付けなかったです。 

ホストマザーは英語を話せないので会話があまり出来ませんでしたが、ネパール語で一生

懸命に気持ちを伝えようとしてくれていることを感じてとても嬉しく思いました。 

１月８日（水） 

道路に野犬や牛がたくさんいて日本とは違った光景で驚

きました。交差点では信号が無く、歩いている人とバイク

に乗っている人がぶつかりそうになっていたりとても危

険で、ネパールの日常を知ることができました。 

～母子友好病院～ 

母子友好病院に着くと 5 つのグループに分かれて周辺の

地域散策をしました。 

歩いていると小さい公園ぐらいの広さのゴミのたまり場がありとても不衛生でした。 

地域の方々は私たちが急に訪ねてきたにもかかわらず、親切に質問に答えてくれたり笑顔

で歓迎してくれてとても嬉しかったです。 

 

ホストマザーと 
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Question！＆Answer 

Q1、停電が何日も続いた時はどうしているのか？ 

--A、ソーラーパネルで電力を補っている。 

Q2、水を温めて飲むのはなぜか 

--A、ペットボトルの飲料水でも安全とは限らない。 

※普段から水分を大切にしているそうです。 

Q3、今一番嬉しいことはなにか 

--A、家族がみんな揃っていること。 

※出稼ぎに行くことが多いそうです。 

お昼を食べたあと、病院の方々に中を案内してもら

いました。そこには子供達が遊べるスペースもあり、それは東伊那小の生徒達が集めたア

ルミ缶をお金に換え、それを寄付して作った場所とのことです。 

私の通った赤穂東小はネパールへは出していなかったのでこういう活動があるとは知りま

せんでした。駒ケ根市とネパールとの関係を知れて良かったです。 

～ホームステイ２日目～ 

ホストファーザーに頼んで一緒にネパール料理の『モモ』を作りました。 

JICA の北原てるみさんから聞いた話では、ホストファーザーは、 

「今日、私の娘が一緒にモモを作ろうって言ってくれたんだよ！」 

と、すごく喜んでいてくれたようです。家族を大切にしてくれるんだなぁと 

すごく感激しました。 

 

ゴミのたまり場 
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また、気になっていたシャワーの水はやはり冷

たい水と熱湯しか出なく、結局冷たいシャワー

を浴びました・・・。 

 

 

１月９日（木） 

この日は朝からバスに乗りペワ湖へ行き

ました。短時間ですがネパールの船を観察

したり、湖を囲む山々を見たりして自然がすごく綺麗だなぁと感じることができました。 

次にスリサハラバル中等学校へ行きました。日本語が上手な子や、英語で話しかけてくれ

る子がいて驚きました。この学校の子たちはとても学習能力が高いそうです。 

～ＷＳＤＯからポカラアカデミー～ 

ここは社会的立場の弱い女性が自分の力で働けるように訓練する場所です。 

可愛らしいぬいぐるみやバッグなどを作っているのですが、糸を植物で色をつけ、ミシン

で縫って仕上げていくとても大変な作業を行っています。完成品はとても色鮮やかで素敵

でした。昼食後、ポカラアカデミーへ移動です。スリサハラバル中等学校とは違い、設備

もしっかりしていてバスケットコートなどもありました。 

 

モモを作っている様子 

 

みんなでモモを食べました 

 

中等学校の子供達 
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開会式では女の子たちがステージに上がり歓迎の踊りを披露してくれました。 

息が揃っていて堂々とした踊りが印象に残りました。 

交流する時間では縄跳びをやりましたが、ポカラの

みんなは覚えが早くて二重跳びまで出来るようにな

り驚きました。最後には縄跳びをプレゼントし喜ん

でくれて嬉しかったです。 

～お別れパーティー～ 

ホストファミリーごとに分かれて夕食を食べました。

ホストファミリーからプレゼントを戴きました。 

私の家族分の帽子とネパールのお茶やお菓子です。 

とても可愛くて素敵な帽子でとても嬉しかったです。

パーティーに戻ると踊りが始まりました。ネパールの代表的な曲のようで好きなように自

由に踊ります。日本人は決められた踊りしか出来なく、ネパールの方々は一人一人違うこ

とに個性豊かだと感じました。最後に、ホストファミリーには短い期間でしたがとても親

切にしていただいて本当にうれしかったです。 

 

１月１０日（金） 

国内線でポカラからカトマンズへ移動しました。ここでもまた飛行機が遅れて昼食が 15

時になってしまいました。今日の昼食はヒマラヤでとれたそば粉で作った蕎麦をいただき

ました。久しぶりの日本食と箸を見てなんだか懐かしく嬉しく思いました。 
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～青年海外協力隊活動視察～ 

作業療法士の方から義足について話を聞きました。 

障害者の中で義足を作れるのは約３割・・。 

物資など支援不足によるそうです。 

１月１１日（土） 

世界遺産のパシュパティナートでは、自分の身を着飾り「写真を撮ろう」といいお金を稼

ぐ人がいました。国や文化が違えば色んな人がいるんだと複雑な気持ちになりました。 

１月１２日（日） 

8 日ぶりの駒ケ根市に帰ってきました。 

ネパールからタイを経由したためかすごく寒かったです。 

周りから日本語が聞こえてきて嬉しく思い、そしてなんだか安心しました。 

【研修に行ってきた感想】 

日本とネパールの食文化を比べた時に、日本は衛生面が整っていて水や食べ物を安心して

摂取できるんだと知りました。ネパールで水道水を安心して飲めるのはまだまだ遠い先な

のかなと思いました。出発前はネパールの食事はナンやカレーが主だと思っていたが、米

もパンもあり日本と大きく変わらないという印象でした。 

【来年参加する皆さんへ】 

日本では経験できないことがたくさんあるので、不安はあると思いますが是非挑戦して欲

しいと思います。 
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【保護者から】 

今回このような機会を与えてくださった交流事業の関係者の皆様に感謝致します。 

中学校に入学してからネパールへ行ってみたいと言っていたのでネパール行きが決まった

時は大変喜んでいました。出発に向けての事前学習を重ねていき、大きな希望の反面、不

安もあったように思いますが、何かを得たいという強い気持ちが伝わってきてたくましく

感じました。 

多感な年頃にこうした経験をさせて戴き大変感謝しております。 

発展途上の国だからこそ得られる経験、自分達が恵まれた環境で生きているということ、

不自由かと思われる中にも大きな幸せがあるということ、この経験がこの先の長い人生に

役立つことと思います。 

帰国した子供たちみんな、堂々とした姿に感激いたしました。 

本当に多くの関係者の皆様に感謝申し上げます。 
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ネパールでの研修を終えて 
         駒ケ根市立東中学校 2年  小田切彩音 

 

応募動機 

私がこの研修に応募した理由は、特に２つあります。一つ目は、発展途上国だからです。

日本は先進国で、私はとても幸せな生活を送れています。だからこそ発展途上国へ行き、

本当の幸せはどのようなものなのか実感したかったからです。二つ目は、小学生の頃アル

ミ缶回収を行いそのお金をネパールへ送るという活動を行っていたからです。自分たちが

アルミ缶を通してつながっていた国はどのような場所なのか、言葉で聞くだけでなく身を

もって感じてきたいと思い、この研修に応募しました。 

 

研修テーマ 

私の研修テーマは、『日本の人とネパールの人で感じる幸せは違うのか』です。発展途上国

と言われるとあまり良い印象を持たない人も多いと思います。私も応募前はそうでした。

しかし、事前研修などを通して発展途上国は発展途中だからこそ人が感じる本当の幸せが

あるのではないかと考え、テーマにしました。 

 

1 月 5 日（1 日目） 

いよいよ駒ケ根から出発です。初めての海外でとてもワクワクしている反面不安も大きか

ったです。飛行機に乗りフライトすること 6 時間 40 分・・・バンコクへ到着しました！ 

初めて言葉が通じない場所に身をおかれ、とても不安になっていきました。タイは日本に

比べて体が堪える暑さでした。ホテルはとても綺麗で快適に過ごすことができました。

 

綺麗すぎるホテルに感激！！ プール付きでした！    

1 月 6 日（2 日目） 

いよいよタイからネパールへ。機内食は結構辛く、本場に来たことを感じ始めました。 
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フライトすること 3時間 30分・・・ついにネパールに入国しました！気温はほとんど日本

と変わらずそこは気にならなかったです。しかし、車のクラクション音や道路の凸凹がと

ても気になりました。信号はなく横断歩道も無いため、車やバイクが自由に走っていまし

た。初めての光景にとても驚きました。 

 【JICA ネパール事務所訪問】 

ここでは、JICAの方々がどのような活動をしているかなどを教えて頂きました。日本が

ネパールを支援する理由は３つあり、一つ目は SDGs の達成のため。二つ目はアジア地域

の安定のため。三つ目は日本とネパールはお互いが必要なためだそうです。ネパールの環

境や貧困を改善するために活動していることは知っていましたが、ネパールの人が日本の

働き手になることで、日本の少子高齢化による人材不足の解消につながっていることは初

めて知りました。 

【在ネパール日本国大使館表経訪問】 

大使館では副大使と國貞さんに大使館の仕事についてお話をして頂きました。こういう

場所で仕事をして下さっている方々がいるからこそ私たちも行けたし、ネパールとの関係

も続けられるのだなと思い日本と架け橋になってくださっている大使館の方々には感謝で

す。 

 

1 月 7 日（3 日目）  カトマンズ ⇒ ポカラ！！！ 

学校訪問の予定でしたが、飛行機が遅れたため後日に

まわして昼食になりました。 

 

 

 

 

【ポカラ市役所訪問】 

ポカラ市役所の方々はとても私たちを歓迎してくださいました。ポカラ市の方々は、本

当に親切で友好都市になった理由が少しわかった気がしました。 
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【ホストファミリーと顔合わせ！！！】 

とっても楽しみにしていたホストファミリーとの夕食タイム！ポカラに着いた際に出迎え

てくれましたが、いざ話すとすごく緊張しました。言葉が通じずとても苦労しましたが知

っている限りの英語を使い、家族のことなどたくさん話すことが出来ました。 

【ホームステイ ＦＩＲＳＴＤＡＹ】 

顔合わせ式でたくさん話したのでこの日はすぐ寝て 

しまいましたが、朝たくさん話す事ができました。 

アメリカに住んでいるお姉さんと電話もしました。 

朝ごはんは、ネパールのパンを出していただきまし 

た。とてもおいしかったです。 

              

               2日間のＭＹＲＯＯＭ💙  

             かわいくてとっても広かった 

             です。お風呂とトイレ付きで 

             した。       

 

 

1 月 8 日（4 日目） 

【母子友好病院訪問】 

午前中は病院の方の家庭訪問に同行させていただきました。訪問しながら周辺地域を散

策しました。生活をそのまま見せて頂き日本との違いに驚きました。水牛やヤギを育てて

いたり野菜を作っていたりと自給自足で生活している家庭が多いようでした。病院の方は

妊娠中のお母さんの様子をチェックしたり生まれたばかりの赤ちゃんの様子をチェックし

たりしていました。スタッフの方々の母子ともに守りたいという思いが強くてその思いに

圧倒されました。訪問後は院内を案内して頂きました。日本ほどの設備はありませんでし

たが、日本の医療機器なども取り入れていました。 
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午後は、ついに掃除の時間！グループに分かれて病院内を 

掃除しました。やっているうちに綺麗にならないと満足で 

きなくなってしまい止まらなくなってしまいました。病院 

のスタッフの方々もとても喜んでくださり、掃除をしてよ 

かったと思いました。   

【ホームステイ ＳＥＣＯＮＤＤＡＹ】 

2日目は、夕食も一緒に食べました。マザーがダルバートを作ってくださいました。とって

もおいしかったです。サリーも着せてくれました。着方がとても難しいのですが、手際よ

くマザーが着せてくれました。サリーは特別な時にだけ着るそうです。とても重くて大変

でしたが貴重な経験をさせてもらいました。 

 朝は早起きしてマザーにおいしい紅茶の作り方を教えていただきました。帰国後、私 

も作ってみましたがマザーが作ってくれたおいしい紅茶にはなりませんでした（泣） 

家の屋上からは日の出で輝いている綺麗な山が見えました。これ以上素晴らしい山はない

くらいです！本当に最高のホームステイでした。   ダンニャバード！！！ 

 

 

  

 

 

 

 

                                        

 

   

1 月 9 日（5 日目） 
朝はフェア湖を見に行きました。とても大きくてきれいな湖で、 

私はこの景色がとても気に入りました。行けてよかったです。 

【WSDO 訪問】 

ここでは、女性たちの生活支援のために小物 

などの制作を行っていました。小物はすべて 

最初から手作りで、作る工程も見させていた 

だきました。女性が過ごしやすい環境を作り 

たいと思って活動されている WSDO の皆さん 

の姿にとても感動しました。 

 



43 

 

【学校訪問】 

午前中は 3 日目に訪問できなかったスリサハラバル中等学校という学校に訪問しました。

短時間しか遊べませんでしたが、みんな本当に元気いっぱいで私たちも元気をもらいまし

た。言葉は通じませんでしたが、笑顔とジェスチャーで仲良くなることができました。笑

顔はどこの国でも共通、心が通じ合えるのだな、と感じました。 

午後はポカラアカデミーという学校を訪問 

しました。縄跳びやけん玉、習字、折紙などを 

使って交流しました。日本の遊びや文化に 

とても興味を持ち、楽しんで挑戦してくれ 

ました。ネパールの子供たちは普段から体を 

動かして遊んでいる為か、とても運動神経 

が良く、もっと複雑で高度な技を教えてあげたかったです。 

【お別れパーティー】 

お世話になったホストファミリーと夕食を兼ねたお別れパーティーをしました。 

私たちは練習してきた日本の歌を披露しました。一番楽しかったのはダンス。 

ネパールのダンスは、曲に合わせて自分を自由に表現するダンスです。ネパールの人達は

そこにいる全ての人と分け隔てなく踊ってくれ、コミュニケーションを取りながら踊るの

で、とっても楽しい。いつまでもダンスは続き、私もこの時間がいつまでも続いてほしか

ったです。また踊りたいなあ。 

ホストファミリーとの話も尽きなくて、日本に帰りたくなくなってしまいました。 

だって日本のお母さんは怖いんだもん（笑）本当にお世話になりました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 10 日（６日目） 
 踊り疲れてさすがに朝起きるのがつらかったです。 

この日はポカラからカトマンズに移動しました。空港で 

約４時間待ち。地方の飛行機は操縦士が裸眼で場所を確 

認します。その為、霧が濃かったり天気が悪いと飛行機は 

飛べないのです。結局、霧が晴れないうちに離陸したため、 

とても揺れて怖かったです。雲の上は真っ青な空。ラピュタの世界！！ 
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【青年海外協力隊活動視察】 

障害者のリハビリ施設で働く作業療法士の活動を見学しました。脳性麻痺の子供のリハ

ビリや、装具を作る機械などを見せてもらいました。リハビリに使う道具は隊員の手作り

のものが多く、色々な道具がたくさんある日本と違い、多くの工夫が必要です。作るため

の材料も機械もないため時間も手間もかかります。ネパールの環境に合わせてアイデアを

出し活動している隊員の皆さんの情熱に感動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

お昼ご飯は久しぶりの日本食。そこで食べたそばとおにぎりは日本の味に近くおいしかっ

たです。心も身体も落ち着きました。 

 

【タメル散策】 

 夜の街を散策しながらお土産選び。 

日本の友だちや家族のことを想いながら買いました。 

日本円でも買えたので良かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１１日・１２日【７日目と８日目】 
この２日間は、移動だけ！！！ 

タイでは飛行機の待ち時間が長く空港で買い物と夕飯を楽しみました。 

やっと乗った飛行機の中では映画を見まくり睡眠時間は約２時間！ 

夜中の３時にキャビンアテンダントさんがサンドイッチを運んできて、さすがの私でも

食べられませんでした。 

気づいたら朝。飛行機から見る日の出は神秘的で、あー、帰って来ちゃったんだな、と



45 

 

思いました。日本に着いたら日本語で溢れていました。懐かしい・・・けどなんかおかし

い。私が帰ってきて一番思ったことです。研修中、毎日のように慣れない英語やネパール

語を聞いたり話したりしていました。知っている単語を組み合わせ、英語の授業の時のよ

うに何度も聞き返しました。日本に着きその苦労から解放された瞬間「つまらない」と思

ってしまったのです。挑戦することは本当に大切だなと改めて思った瞬間でした。 

「知っていることだけに囲まれている生活はつまらない。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ネパール研修を終えて】 
 ネパールに行って一番感じた事は、ネパールの人たちはオープンでフレンドリーである

こと。初めて会う私たちにも、すぐ心を開いてくれる。言葉や文化が違っても、そこに線

を引くのではなく受け入れてくれる。ネパールには国境がない。そう思わせてくれるほど。 

 ネパールは信号もなく横断歩道もなく、犬も人もバイクも車も自由に走っていて、日本

の交通ルールを学んできた私には驚く事ばかり。でも交通事故は少ないそうだ。交通ルー

ルはなくても、ネパール人の人を思いやる気持ちがそうさせるのだろう。 

 日本には守らなければならないルールがたくさんあり、それを守る誠実さや、礼儀を重

んじている。日本の良さでもある誠実さや礼儀が私には壁にも感じられた。誠実さや礼儀

が、自分の気持ちを抑えてしまい、人を自然に思いやる気持ちも抑えてしまっているので

はないかと感じた。ネパールの人たちは人を思いやることが自然にできる。それが日本人

の足りない部分でもあるのかと思う。 

 研修テーマである「ネパール人と日本人の感じる幸せは違うのか」について。 

私が感じたネパールの子ども達にとっての幸せは、家族と一緒に居られること、そして

学校に行ける事。学校には友達がいて、勉強も出来て色々なことを学べる。それができな

い子供もたくさんいる。日本にいる私たちは学校に行くことが当たり前で、面倒だと感じ

ることもある。だけどそれはネパールの子供たちにとってはとても贅沢なこと。日本は豊

かで、当然のように学校に通える私たちは幸せだ。でも当たり前のことを幸せと思えなく

なっている自分たちがちっぽけに思えるし、純粋さが消えてきているのではないか思う。

私たちにとって当たり前のことが、ネパールの子供たちは、ものすごく幸せに感じている。

純粋に幸せを感じ取っている。豊かさとは何だろう。幸せって何だろう。 

これからもっとたくさんの世界を見て、感じて、追及していくことがこれからの自分に出



46 

 

来る事だと思う。 

この事業の関係者の皆さん、ネパールの皆さん本当にありがとうございました。 

ダンニャバード！！！ 

 

【家族より】 
研修中は体調も崩さず、すべての行程をこなしてきました。帰国後体調を崩し、学校も

休んでしまいましたが、元気になってからはいつもの忙しい日々。 

何を感じてきたのだろう、どんな学びがあったのだろうと思いつつ、ゆっくり話をする

時間もなく過ぎていきました。この研修レポートを作成し始めたのをきっかけに、写真な

どを見ながらそれはもう、たくさんの言葉があふれ出てきました。そして涙も。 

ネパールで感じた、人の温かさ、優しさ、思いやり。ネパールの子供達にとって「幸せ」

と感じることが、日本にいる自分たちの中では当たり前すぎて「幸せ」と感じる事が出来

なくなっている心の貧困。 

帰国後の一か月間で、ネパールで感じてきた事と、今まで学校や新体操で学んだこと、

感じたこと、全てをつないで考察してきたのだなと感じました。 

ここに記載してあるのは主幹、でもたくさんの枝葉があり、新しい根も見える。本当に

大きく成長しました。 

六年生の担任の先生が青年海外協力隊の隊員としての活動経験があり、幅広く学びを与

えてくれたこと、児童会の目標「思いやり」について先生や仲間とたくさん話し合ってき

たこと、駒ケ根市に JICAがあり、学校を通じて交流の機会が持てたこと、駒ケ根市が派遣

先をネパールに決めたこと、たくさんの土台があって初めてこの研修に参加できたのだと

感じました。この事業に携わるすべての皆さんと、彩音を育てて下さった皆さんに感謝の

気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。 

そして、彩へ。普段あまり自分の考えや気持ちを表現しない彩だけど本当は色々なこと

を感じ考えていたんだね。彩の心の成長は、私たちにとって本当に「幸せ」だよ！！ 

 

 

 

ダンニャバード！！！ 
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ネパール研修を通して 
                    

  赤穂中学校 2年 小松 光瑠 

[研修動機] 
私の周りには、この事業に参加したことのある人たちがたくさんいました。その人たち

がネパールについて話してくれたことがありました。その時から私はネパールという国に

ついて興味をもちました。そして、同じようにネパールに興味をもっていた友達に誘われ

てこの事業に応募しました。                                 

 

[研修テーマ]  
ネパールにはどのような文化があるのだろう、日本との違いは何だろう、とたくさんの

疑問の中から研修テーマを「ネパールの生活の当たり前とはどのようなことか？」と「ネ

パールの人が幸せに感じる時はどんな時か？」としました。 
 

 

１月５日 
朝早く市役所に集まり出発式をして、中部国際空港へ向かいました。飛行機に乗るとき、

検査がとても厳しく驚きました。いよいよタイ、バンコクへ。 

＜バンコク＞ 

飛行機に乗っていた時間は約７時間、途

中機体が揺れ少し気分が悪くなりました。             

飛行機を降りると、とても暖かかったです。

空港内には、いろいろな服装の人がいて飛

びかっている言葉も様々でした。 

 ホテルはとてもきれいなところでした。私は、

夕食でミートソーススパゲッティを食べましたが、

日本で食べたものと少し味が違いました。バンコ

クにもセブンイレブンがありました。 
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１月６日 

＜カトマンズへ＞ 

空気があまりきれいではないような気がしました。なので、マスクをつけて活動しまし

た。飛行機の時間が遅れたため、世界遺産視察はなくなりました。 

 

 

＜JICA訪問＞ 

ネパールで活動している JICAネパール事務所の方々にお話をお聞きしました。ネパール

のために何をしているのか、これからのネパールに必要なことは何か、などたくさんのこ

とを教えていただきました。他の国のために頑張っていてすごいなと思いました。主に話

をしてくれた所長さんはとても忙しそうでした。 

 

＜大使館＞ 

 とてもセキュリティーが厳しかったです。 

建物の近くには、銃を持っている人がいて

警備をしていました。テロ防止のため建物

の中では写真撮影をしてはいけませんでし

た。あまりの警備の厳しさに少し緊張しま

した。大使館では、国際結婚の手続きや事

故・事件などの対応など日頃の仕事を教え

ていただき、質問にも答えていただきまし

た。 
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１月７日 

＜ポカラへ！＞ 

 またしても飛行機が遅れてしまい、

スリサハラバル中等学校訪問を行う

ことができませんでした。ポカラの空

港へ着くと早速ホストファミリーの

方々が何人か出迎えてくださってい

ました。歓迎してくださり、とてもい

い人たちだなぁと思いました。 

 

 

＜レストラン＞ 

 とても豪華な食事で、たくさん食べることがで

きました。 

 

 

＜ポカラ市役所訪問＞ 

 たくさんのお話をしていただきましたが、ほとんどが

ネパール語で何を言っているか全然わかりませんでし

た。しかし、とても歓迎してくださっていることはよく

わかりました。 

 

 

＜ホストファミリーとの出逢い＞ 

 ホストファミリーとの顔合わせ式として食事会が開催さ

れ、ホストファミリーの皆さんは私達をとても歓迎してくだ

さいました。いろいろ話かけていただきましたが、英語があ

まりわからないので、満足に答えられませんでした。そして、

ネパールの人は、とにかくよく食べていました！！ 

 ホストファミリーの家へ行くと、ＴＶを観せてくれました。

初日だったので、緊張して伝えたいことが全然伝えられませ

んでした。 
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１月８日 

＜ホームステイ朝＞ 

 朝起きると、温かいお湯を１杯いただきました。 

またしばらくすると、お茶を１杯くださいまし

た。温かい心配りをしてくださる、とても優しい

すてきな家族でした。ネパール人は時間に“おお

らか”で９：００集合だったはずが、出発したの

は９：００過ぎでした。 

              

 

 

 

 

＜母子友好病院＞ 

母子友好病院を訪問しました。地元では“コマガネ”

病院とよばれているようです。 

駒ヶ根市のネパール交流市民の会の母子保健プロジェ

クトや JICA 草の根技術協力事業の母子保健改善プロジ

ェクトなどが、『私たちが守るポカラの命』を目標にし

て開院や運営に貢献しているからだそうです。 

 

＜掃除＞ 

 母子友好病院は、床がとても汚くて棚や壁などに

も汚れがついていました。今回はボランティアで掃

除をする事になっていましたが、汚かったので、最

初は少し気持ちがくじけそうになりました。でも、

掃除が終わりきれいになると清清しく思いました。

使っていた雑巾が真っ黒になっていました。 
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＜母子友好病院周辺＞ 

訪問の前に病院の周りを見学しました。工事現場で石運びをしている女性がいました。

また、見学させていただいた家庭の中には、若いうちから結婚し、ほとんど自給自足に近

い暮らしをおくっている方々もいました。カトマンズやポカラには近代的なビルが立ち並

び、今後さらに発展すると思いますが、現在は多くの人々が厳しい生活状況にあると感じ

ました。 

 

道には、普通に牛や犬がいて日本との違いに驚きました。また、車道には信号がなく横

断歩道も無いので、とても危険な状況でした。   

＜ホームステイ２日目＞ 

 私のホストファミリーは、とても裕福なご家庭でドバイなどの外国へ行ったりすると教

えてくれました。それから市場へ連れて行ってくれてホストファミリーと同じグルン族の

民族衣装を買ってくれました！そしてホストファミリーの家に帰ると、なぜか違う味のス

ープを２杯いただきました。 
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１月９日 

 

＜ホームステイ 

   ３日目朝＞ 

 朝から停電になってしまい、暗くて行動するのに苦労

しました。頼りは、窓から差し込む明け方の薄い日の光

だけでした。そして、ネパールの人はやはり時間に“お

おらか”でした。集合時間に３０分以上遅れてしまいま

した。食事はそれほど日本と違いませんでした。   

 

 

 

＜レイクサイド散策＞ 

 ペワ湖という湖を見にいきました。山

が近くに見えてとてもきれいな眺めでし

た。船がたくさんつながっていてそれを

２･３人の人が操縦していてすごかった

です。「写真を買ってくれ」と寄って来る

人がいて驚きました。 

 

 

 

＜スリサハラバル中等学校＞ 

 縄跳びなどで一緒に遊びました。スリサハ

ラバル中等学校の生徒達は、とてもフレンド

リーで良い子ばかりでした。そして、頭の良

い子ばかりで日本語で話しかけて来てくれた

子もいました。驚きとともに、異国の地で日

本語を聞くと思わなかったので少し感動しま

した。           
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＜ＷＳＤＯ（女性技術開発機構）＞ 

 ＷＳＤＯではたくさんの女性が働いていました。商品を完成させるまでは全て手作業で

行うらしいです。たくさんの色を組み合わせた商品でとてもきれいでした。 

 

 

 

 

＜ポカラアカデミー＞ 

 ポカラアカデミーの生徒達がダンスを踊ってく

れました。とても上手なダンスでした。私達も歌

を歌ったけれど、あまり上手く歌えませんでした。

校長先生が私のホストファーザーでびっくりしま

した。けん玉や縄跳び、習字、折り紙などで交流

しました。筆ペン

を使い、相手の名

前を当て字で書き

ました。たくさん

の生徒達の名前を

書いたのでとても

疲れましたが、喜んでもらえたようなので良かったです。 

 

＜お別れパーティー＞ 

 お別れパーティーでは、お世話になった

方々に向けて「レッサム フィリリ」を歌

いました。その後にホストファミリーの方

と話をしながら食事をしました。ネパール

の音楽にあわせて踊りました。とても長い

時間踊っていたので疲れましたが、それ以

上に楽しかったです。踊り終わった後、ホ

ストファミリーからもらったグルン族の

民族衣装を着せていただきました。とてもすてきな衣装でした。 
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１月１０日 

＜ポカラからカトマンズへ＞ 

飛行機がとても遅れて待っているだけで疲れてしまいました。 

＜青年海外協力隊活動視察＞ 

 隊員の林さんが案内してくださいました。なんと林さんは、小学校のころにお世話にな

った先生の娘さんでした。林さんによると、ネパールには信号がないので信号をつけても

みんな見方がわからないらしいです。日本では当たり前のことがネパールでは当たり前で

はないことを感じました。 

                                                                 

国立障がい者基金リハビリテーションセンターで

は、作業療法士の木村さんに案内していただきま

した。ここでは、義手や義足を安く提供している

そうです。 

 

 

お土産を買う時、そのお店は日本円でもいいお店だったのでついたくさん買ってしまい

ました。 

 

１月１１日     

＜パシュパティナート＞ 

とても大きな寺院でした。インドからも参拝者が来て

いました。                                                    

中には、猿や犬、鹿がいるとのことでした。また、「写

真を撮ろう」や「これを買って」と近づいてくる人達がいて驚きました。買わないでいる

と、「日本人ケチ！」と言われました。日本との違いがたくさんありました。 
 

 川沿いには、火葬場がありマリーゴールドにおおわれた

火葬される前の人がいました。ガンジス川は「聖なる川」

と言われていて、夏になると川へ飛び込む人もいるそうで

す。 
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＜カトマンズからタイ・バンコクへ＞ 

 もう帰るだけとなりました。バンコクへ着き、少し時間があったので空港内で買い物を

しました。ネパールの物価になれていたのでとても高く感じました。 

＜タイ・バンコクから日本へ＞ 

 やっと日本へ帰れるとほっとする反面寂しくもありました。機内で日付が変わりました。

とても疲れていたので帰りはほとんど寝ていました。 

＜駒ヶ根！！！＞ 

 無事駒ヶ根に帰ることができ、簡単な反省をしてから家に帰りました。その後ぞくぞく

と体調不良者が出てしまいました。 

 

[研修を終えて] 

 近代的なビルが立ち並ぶカトマンズやポ

カラの街なかと牛や犬が普通に路上を歩い

ている校外。海外へも旅行できる裕福な家

庭と工事現場などで力仕事をする女性たち。

信号も横断歩道もない車道を忙しそうに走

る車と時間におおらかな人たち。今の日本

に暮らす私たちから見ると驚くようなこと

もありますが、そのような現状を当たり前

として、人々は穏やかに暮らしているよう

でした。ただ、このアンバランスの中に、

これから発展する社会のエネルギーのよう

なものも感じられました。 

私は英語がそんなに得意ではないので、ホームステイでもコミュニケーションに困るこ

とが何度もありました。しかし、ホストファミリーは怒ることなく私にもわかるように何

度も伝えようとしてくれました。ホストマザーはとても優しい方で、小さなお孫さんたち

と一緒にいる時が、とても幸せそうに見え、それは日本と変わらないと思いました。また、

訪問した学校や病院や村歩きの時などネパールの方々はとても親切で親しみやすい方が多

かったように思います。たとえ、裕福でなくとも、人々はそれぞれの生活の中に自分達の

幸せをしっかり見つけているので、人に優しく接することができるのではないかと思いま

した。 

最後に、このネパール訪問に参加させていただき、ありがとうございました。ご支援・

ご指導いただいた皆様に深く感謝いたします。また、この研修を最高に楽しいものにして

くれた９人の仲間に、ありがとうと言いたいです。この事業で学んだこと、気づいたこと

をこれからにつなげていけるよう努力したいと思います。  
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[保護者から] 

 ネパール行きが近づくにつれ期待と不安で落ち着かない様子。考えてみれば飛行機に乗

ることも、親元を離れて８日間過ごすことも、言葉も自由にならない異国の家族と生活を

共にすることも初めての体験なので無理もないことだったのでしょう。でも帰国し土産話

をしてくれる姿から、自分なりにいろいろなことを見て聞いて触れて受け止めてきたのだ

と感じられ、この交流事業に参加させていただいて本当に良かったと思いました。日常生

活でも感謝の言葉を聞くことが多くなったように思います。愛情深いホストファミリーの

方とは今でも交流させていただいていて、この出会いにも心から感謝しています。これか

らも更にたくさんの出逢いがあると思いますが、感謝の気持ちを忘れずに成長していって

もらいたいと切に願います。 

 最後に、この研修を支えてくださったすべての皆様方、本当にありがとうございました。

今後もこの素晴らしい交流事業が継続されますように心から願っております。 
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日本から一歩踏み出して 
       駒ヶ根市立東中学校 2年 酒井こころ 

 

［応募動機］ 
私は、小学校のころから委員会活動でネパールと関わっていて、ネパールがどんな状況な

のか、写真などを見て、少し知っていました。だから、「自分が日本に生まれたことはとて

も幸せなことで、日本はとても恵まれている。」とは思いますが、「ネパールの人々のほと

んどが、何不自由なく暮らせているわけではない。」という現状を前に、「それは仕方のな

いこと」という一言で終わらせていいのか、自分にも、何かできることはあるんじゃない

か。と、思い応募しました。 

 

［研修テーマ］ 
私の研修テーマは、日本と、ネパールの当たり前の違いです。裕福さが違うからこそ、日

本で当たり前のことができなかったり、逆に、日本ではやらないことをやったりするんじ

ゃないかと思い、それを知ることを研修テーマにしました。 

 

１月 5日 
朝は期待と緊張でとても早く目が覚めてしまいました。少し前まで不安でいっぱいだったのに、バスに

乗ったらそんなことは忘れてしまいました。中部国際空港から、タイへ行きました。飛行機が長くて、

思いの外疲れてしまいましたが、人生初の海外にドキドキ、ワクワクしました。タイは日本に比べてと

て も 暑 か っ た で す 。 で す が 、 ホ テ ル は と て も 快 適 で 過 ご し や す か っ た で す 。
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1月 6日 

ついにネパールに入国！！

トリブヴァン空港に到着し

ました。 

 
 

《jicaネパール事務所訪問》 

Jicaネパール事務所を訪問しました。事務所では、「日本がなぜネパールを支援するのか。」

やネパールの今の状況などを教えていただき、自分たちに何ができるのかを考える事の出

来るお話でした。 

 

《在ネパール大使館表敬訪問》 
ネパール大使館では、二等書記官の國貞さんをはじめとする職員の方々に大使館のお仕事

について、教えていただきました。大使館では、写真撮影や内部の構造などを教えること

を禁止されました。少しでもテロに繋がる情報は漏らしてはいけないんだそうです。 

 

 

 

門の前の拳銃を持った男の人にビックリ！ 
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1月 7日 

《ポカラ市へ移動》 
飛行機がなかなか飛ばず空港で待ちぼうけ… 

やっと着いたポカラ市！！ 

 

 

首都のカトマンズよりも

空気がきれいなきがしま

した。 

 

《ポカラ市役所訪問》 
ポカラ市役所を表敬訪問させていただきました。市役所の方々は、私たちのことをとても

歓迎して下さり改めてネパールの方の人の良さを知ることができました。これからも、ポ

カラ市と駒ヶ根市の姉妹都市という関係が続いてほしいと思いました。 

 

《待ちに待ったホームステイ！！》 
夕方からホストファミリーとの顔合わせ式を行いました。「自分のホストファミリーはどん

な人だろう」「会話できるかな？」など期待と不安が入り混じっていました。ポカラ市に着

いたときに一度顔をあわせていましたが、話すことはあまりしていなかったので、緊張し

ていました。ですが、私のホストファザーは最初からすごくフレンドリーで、たくさん話

しかけてくれました。一緒に夕食を食べる時も自分が私くらいの年代の時は川で泳いでい

たことなど、面白い話をして歓迎して下さいました。家についてからは、家族の話や、お

土産をとても喜んで下さいました。寝る時も「寒くな

い？、大丈夫？」ととても心配してくれました。 

 

朝日がとてもきれい！！ 
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1月 8日《村歩き》 
ホストファミリーと一緒に母子友好病院まで歩いていきました。初めにグループごとに分

かれて村歩きをしました。妊娠中や、出産したばかりのお母さんのいる家に行きました。

そこでは、母子友好病院のスタッフの方がお母さんたちに授乳の仕方や、産後のケア、妊

娠中のアドバイスなどをしていました。村歩きでは、赤ちゃんを毎日お風呂に入れられな

いこと、ミルクは日本とは違い手に入れるのが大変なうえ、質もあまり良くないことなど

をおしえてもらえました。しかし、どのお母さんにとっても幸せな時は、赤ちゃんが元気

な時や、笑っているときでした。そこは日本と変わらなくて、どこの国でもお母さんとい

うのは子供を大事に思っているとわかりました。 

←洗濯物を干してる！ 

 

《そうじーー！！》 
病院に帰ると今度は日本から持ってきた雑巾

で掃除をしました。日本の病院と比べると汚

れているところが結構ありました。場所ごと

に分かれて掃除をしました。私は玄関の担当

だったのですが、病院に入って来る人や、ス

タッフの方々が何人も「ありがとう」と言っ

て下さり、とてもやりがいを感じました。玄

関はポスターなどがすごく汚れていて、ひとふきで雑巾は真っ黒でした。玄関のほかに手

すりの掃除をしたのですが、手すりは特に汚れていて、なでるようにふいただけで雑巾一

枚では足りないくらい汚れが落ちました。時間が足りず、院内すべてというわけにはいき

ませんでしたが、奇麗になっていく院内を見られて私達もとても嬉しかったです。 

 

 

《ホームステイ 2日目》 
私のホストファザーは母子友好病院のスタッフなので、一緒に帰ることができました。家

に帰る前に病院の玄関にいたスタッフの方に私のことを「娘だよ。」と紹介してくださって

少し恥ずかしかったけど、嬉しかったです。他のところでもホストファザーは「心では私

達は本当の親子だよ。」と言ってくださいました。家に帰ると子供たちとお土産のプラトン

ボでキャッチボールをしました。とても楽しそうにしてくれて嬉しかったです。夕ご飯は

ダルのスープとカレー、タルカリでした。どれもすごく美味しかったです。ホストマザー

がたくさん盛ってくれておなか一杯になりました。 
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《1月 9日》 

《ＷＳＤＯ訪問》 
ＷＳＤＯとは女性技術開発機構のことです。ＷＳＤＯでは社会的に立場の弱い女性が働け

るようになるために訓練を行っていました。糸をよるところから始まり、染める、織る、

縫う、形成する、出荷するというすべての工程を手作業で行っていました。そのため、出

来上がった製品を見ると、改めて手作りの温かみや、価値を感じることができました。 

←手作りの人形 

《学校訪問パート１》 

スリサハラバル中等学校 
学校に着くとすぐに子供たちが寄ってきてくれて、

「遊ぼう、遊ぼう」と言ってくれました。日本から持

ってきた縄跳びを出すと、「やらせて！」と言ってとて

も上手に飛んで見せてくれました。大繩でも、ネパー

ルの子供たちは全く引っかからずにずっと飛んでいて凄い！と思いました。鬼ごっこで楽

しんでいた子供たちの顔はみんなキラキラしていてとても嬉しそうでした。なかには帰る

時間になっても手をつかんで離さない子もいて、別れはとても名残惜しかったですが、と

ても充実した時間でした。 

 

 

《学校訪問パート２》 

ポカラアカデミー 
地域によって貧困差があるため、ポカラアカデミーはスリサハラバル中等学校よりも少し

経済が安定した家庭の子供が通う学校でした。ポカラアカデミーでは歓迎会をひらいてい

ただきました。最初はポカラアカデミーの生徒さんからダンスの発表がありました。ネパ

ールらしい音楽に合わせた素敵なダンスでした。私達からは君が代をリコーダーと歌で発

表しました。あまり上手には演奏できませんでしたが、喜んでもらえてうれしかったです。

そのあとはグループごとに分かれて習字、けん玉、縄跳び、折り紙をしました。私は縄跳

びのグループで生徒の皆さんと二人飛びや、大繩をしました。初対面にもかかわらず、と

てもフレンドリーに接してくれて、あっという間の楽しい時間でした。 
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《お別れパーティー》 
夜はついにお別れパーティー。私のホストファミリーは家族全員できてくれました。一緒

に夕ご飯を食べた後、私達から歌の発表をしました。そのあとに音楽が鳴り始め、みんな

でダンスをしました。はじめは恥ずかしかったけど、ダンスを教えてもらったりするうち

に楽しくなってきて、最後は「もう一回踊りたい！！」と思いました。今思い出してもワ

クワクするような楽しい夜でした。 

←ホストファミリー 

 

 

ダンニャバード！ 

 

 

《１月 10日》 

カトマンズへ！ 

《青年海外協力隊活動視察》 
青年海外協力隊の活動視察では、「国立障害者基金リハビリテーションセンター」へお邪魔

しました。そこでは、義手や義足を作ったり、リハビリを行っていました。日本とは違い、

義手や義足をつけられるのは患者さんのうちでも３０％しかいないと教えていただきとて

も驚きました。それに、義手や義足をつくりに村を越えてきたようなきた患者さんでも、

一日では作れないこともあり、一度お帰りいただくこともあるそうです。それを聞いて、

ネパールで病気や障害を抱えながら生活することの大変さを知りました。自分たちも、も

っと多くの人が手当てを受けられるようになるためにどうすればよいのかを考えさせても

らえるお話でした。 

 

《タメル散策》 
お土産を買いに日本語がすごくお上手な店主さんのいるお店へ行きました。そこでは、日

本語表記のお土産がたくさん売っていて買い物しやすかったです。お金の価値はほとんど

日本と一緒なのにとても安くてつい買いすぎてしまいました。 
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《１月 11日》 

《パシュパテイナート》 
ネパール最後の訪問場所はパシュパ

テイナートという火葬場でした。そこ

にはたくさんの人がいました。写真を

撮ってお金を稼ぐ人、身内の最期を見

送りに来た人、観光に来た人、たくさ

んの感情が入り混じっているような

印象を受けました。ご遺体を直接見る

ことや、その家族が亡くなってしまっ

た方と過ごす最期の瞬間を見て、普段

あまり意識しない「死」というものを

身近に感じることができました。日本

では赤の他人の最期の瞬間を見るこ

となどないし、ましてや、その家族の

悲しみの深さなど知る由もないけれ

ど、パシュパテイナートではそれを強く感じることができました。自分にとってとても不

思議な体験でした。 

 

《さらばネパール！！》 
長いようで短かった 8 日間の旅ももう終わりで

す。ネパールでは 1日 1日がとても速く感じて、

もう帰国するのだと思うと寂しい気持ちでいっ

ぱいでした。 

←タイの空港で食べた

夕ご飯 
名古屋への飛行機を待つ間空港で買い物をしま

した。 

 

 

空港は値段が高くてちょっとびっくり！ 
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《感想》 
勇気を出すことの大切さ、これが今回の研修を通して私が学んだことです。今回の研修に

参加することから始まり、ホストファミリーと積極的に交流することなど、いろんなとこ

ろで一歩踏み出す機会がありました。今回私が研修に参加した理由の一つに「日本は先進

国でネパールは発展途上国だから、生活の豊かさに差があることは仕方のないこと」と言

い切ることに違和感を覚えた、ということがあります。たとえ私たちのような中学生でも

できることはあるのではないか。という思いが強くありました。私は小学生の時に、委員

会でアルミ缶回収をしてお金に換え、ネパールに寄付するという活動を行っていました。

母子友好病院を訪れた際に、私たちが寄付したお金で作ったという子供たちが遊べるスペ

ースを見せていただきました。その時に、「私たち中学生でもできることはある。」と私の

中に合った疑問の答えがはっきりと分かった気がしました。今回の研修では、ほかにも、

ネパールの方々の温かさや、人と人とのつながりの大切さを知ることができました。これ

らの経験は私の中でかけがえのない宝物となっています。この研修に関わってくださった

すべての方々に感謝したいと思います。 

 

【お家の方から】 
中学生ともなれば、十数年生活してきた経験から自分なりの価値観を持っています。今

回のネパール訪問を機に、これまで見たことのなかった世界を目の当たりにすることで、

価値観が揺さぶられ、広がったり、新しいものが生まれたりすれば最高。せめて、これま

での「当たり前」が実は「有難い」ことであると気づけたなら・・・。そんな気持ちで、ネ

パールへ送り出しました。 

 団長の本多教育長をはじめ、帯同していただいたスタッフの皆様には、細やかなご支援

をいただき、全員無事に全日程を終えることができました。異国の地で体調を崩すという

最悪のシナリオも想定していましたが、おかげさまでそのようなこともなく、毎日送信し

ていただいた交流の様子によって、不安を払拭することができました。 

 帰国後は、やつれていないことを確認してひと安心。数日たった今、目に見えて何かが

変わったわけではない。改めて日々の生活に感謝している様子が見受けられないのは残念

だが、高望みしてはいけない。日常や習慣を変えることは大変だ。しかし、今後の人生を

歩んでいく上で、豊かさとは何か。真の支援とは何かについて考えるとき、きっとネパー

ルで暮らす人々の姿を思い出すに違いない。 

今回の交流が、正解のない時代を生きていくために、多様な価値観を認め、お互いを尊

重しながら、自分の良さを発揮していくための貴重な経験になると信じている。 
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ネパール派遣 
                       赤穂中学校 2年 林穂美 

 

応募動機 
 

私がこの事業に応募したきっかけは、昨年参加した青年海外協力隊の体験入隊です。 

私は「言葉」に興味があったので語学研修を目的とした参加でした。でも、隊員の方と途

上国について考えたり意見交換をする中で、自分が世界のために協力できることは何なの

か知りたいと思ったのでこの事業に参加しました。 

 

私の研修テーマ 
 

私の研修テーマは、「音楽の違い」です。 

日本ではＢＧＭなどで市街地や店内で曲が流れていることが多いですが、ネパールでは流

れていなく、ネパール人はとてもよく踊ります。５日目に行ったお別れパーティーのとき

も、私たちと一緒に踊ってくれて私たちもとても楽しかったです。「さくらさくら」を歌わ

せてもらったときもノってくれて、音楽の雄大さを感じました。私が大好きな「音楽」に

は、国境を越えても楽しめる、笑顔になれるというすごさがあるとわかりました。 

 

事前学習 

 

この事業への準備は、ネパールへ行く約４か月前から始まりました。 

ネパールへ出発する前は、打ち合わせ会や、サヤミ先生によるネパール語講座、北原さん

が行ってくれた事前研修、青年海外協力隊の体験入隊などを行いました。その時はまだ海

外に行く実感がなく、それでも心の中では謎のわくわく感がありました。 

 北原さんが行ってくれた事前研修では、あまり知らなかったようなネパールのことを教

えてもらい現地に赴いてすること、見たいことなどがわかった気がしました。 
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１月５日<１日目> 

～日本からタイへ～ 

この日は日本からタイへ行きました。約６時間半の移動で、初めての飛行機ということ

もありとても疲れました。でも、タイの空港やホテル、街並みがとてもきれいでテンショ

ンがとてもあがりました。 

タイでの夕食はとても美味しかったです。 

初めての海外料理で、少し心配なところも

ありましたが、心配する必要がなくとても楽

しい１日目でした。 

そしてなんと、この旅の期間中に 4 名の方のお誕生日を向かえるということで、ホテル

からサプライズケーキを頂きました！味は甘すぎたけど美味しかったです！ 

 

1月 6日〈2日目〉 

 

約3時間30分かけてネパールのカトマンズ トリブヴァ

ン空港へ移動しました。ネパールはタイよりも寒かったけ

ど、日本よりは暖かくて山が綺麗でした。 

 道路は車やバイクが多くて、歩いて渡るのは慣れていな

い人にとっては大変でした。でも現地の方は上手く歩けて

いてやっぱすごいなーと思いました。 
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〜

日本国大使館訪問〜 
私の今までの人生で訪れる機会がなかった大使館を訪問しました。大使館はネパール国

内にあるのですが、掲示されているポスターなどは日本語で、まだ日本を離れてから 2 日

間しか経っていないのにとても懐かしくて嬉しかったです。 

吉岡雄三参事官と國貞雅生二等書記官からお話をお聞きしました。大使館の仕事などを

教えてもらい、とても興味深い訪問になりました。 

大使館内は撮影禁止、大使館の外には迷彩の服を着て銃を持った軍隊のような警備員が

いたり、テロ等防止のため、警備が厳重でした。 

 

この日はカトマンズにある「ラマ イン ブティックホーム」に泊まりました。とても綺

麗でベッドも大きかったのですが、お湯が出なくなったり、水すらも出なくなったりして

途上国だと改めて感じました。 

 

1月 7日〈3日目〉 

〜ついにポカラへ〜 
ついにポカラへ行く日が来ました！この日はホストファミリーとの顔合わせ式があり、

とてもワクワクしていました。でも、国内線は肉眼で飛行の判断をするので曇っていたり、

霧がかかっていたりすると飛ばすことができません。この日も曇ってしまっていて、予定

よりもかなり遅れてポカラへ到着しました。でも飛行機からは世界最高峰のヒマラヤが見

えたりして、最高の景色でした。 

ポカラの空港は風が強かったです。↓ 
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〜市役所訪問〜 
市役所訪問ではネパール語で自己紹介をしました。サヤミ先生から教わったことができ

たので良かったです。でも、市長さんも挨拶をしてくれたのですが、内容を理解できてな

かったので聞き取ることをもう少し頑張ろうと思いました。 

 

ホテルへ戻るとホストファミリーが来てくれていたので、一緒に顔合わせ式の会場へ行

きました。 

私のホームステイ先には 7 歳の子がいて、とても可愛くて妹ができた感じでした。ホスト

ファザーもホストマザーもとても優しくて最高のファミリーでした！！！ 

1月 8日〈4日目〉 
この日の午前中は病院の周辺地域を散策しました。グループごとに別

れて病院の利用者から話を聞き、村の様子や町並みを見ることができま

した。通訳として私達のグループについてきてくれた、プロジェクトス

タッフの恭子さんが町のこと等を色々教えてくれて、日本との違いや、

温かさや楽しさ、現状を知るいい機会になったと思います。水牛などの

牛もいました！ 

北原さんから 100 ルピーをもらい、途中で駄菓子屋に行きました。100 ルピーは日本だ

と 100 円くらいでしたが、日本で使う 100 円と、ネパールで使う 100 ルピーはかなり格差

があり、日本よりもたくさん買えました。物価はとても安かったです。 

午後は病院の掃除をしました。 

母子友好病院内は雑巾が黒くなるほど掃除のやりがいがあり、終わったあとはコマガネ

ルームでお話を聞いたり、写真撮影をしました。 

北原照美さん、米田恭子さん、職員の方、お世話になりました!!! 

 

この日もホストファミリーが迎えに来てくれて一緒にホームステイ先へ帰りました。私

はこの日、一緒に料理をしたりしました。とても楽しいホームステイ２日目でした！ 



69 

 

1月 9日〈5日目〉 
この日は１日目に行けなかったスリサハラ

バル中等学校へ訪問出来ました。縄跳びや現

地の子達の遊びを一緒にできてとても楽しい

交流になりました！ 

 

 

 

 

〜WSDO訪問〜 
WSDO では活動視察ができ、働いてる女性の方の頑張っている姿を実感できました。糸

を染めたり、布を織ったりするところが見られて収入をサポートする取り組みがわかりま

した。最後にお話を聞き、この機関の凄いところがわかった気がします。 

 

 

←隊員の方からお話を聞きながら昼食！昼食は、量は多かったけどと

ても美味しかったです。橋本隊員は、お

金を女性たちに貸して物作り等をしても

らうプロジェクトのお手伝いをしている

そうです。女性の所得向上の仕事をされ

ていました。 

 

カトマンズから来てくれた國貞さんとは

ここでお別れでした。お忙しい中ありがとうございました！→ 

 

糸を染める時に使う

染料です！ 女性が働いてい

る様子 
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〜ポカラアカデミーでの交流〜 
歓迎式ではポカラアカデミーの生徒からダンスを見せてもらいました。そして私たちは

歌とリコーダーでお返し！ですが、練習期間が短くまとまりのない発表になってしまいま

した。 

 

生徒代表訪問挨拶では通訳の方に助けられながら挨

拶をすることが出来ました。ポカラアカデミーの方

たちは私の挨拶に反応してくれたので話しやすかっ

たです。 

 

 

 

 

ホストファザーが撮ってくれた歓迎式の様子→ 

 

 

 

 

←ホームステイ先の子とも交流出来ました！ 

ポカラアカデミーでは縄跳び、けん玉、習字、折り紙

で交流しました。どれも人気があってとても楽しんで

くれたので良かったです。 

 

〜お別れパーティー〜 
ホストファミリーにはポカラでずっとお世話になっていたので、お別れの時はとても悲

しかったです。 

レッサムフィリリを歌いまし

た。私たちの歌にアメリカンド

ラムみたいなもので演奏をし

てくれる方もいてとても楽し

めました。 

ホストファミリーがくださっ

た民族衣装を着れました！ 
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ダンスはとてもたくさん踊りました。

３~4 曲おどり、終わったあとはみんなと

ても疲れていました。最初は恥ずかしく、

なれなかったダンスもだんだんと楽しむ

ことができ、笑顔で終わることができた

と思います。 

 

ホストファミリーのみなさん 

ダンニャバード！ 
 

 

 

 

1月 10日〈6日目〉 

〜ネパール最終日〜 
 

ポカラからカトマンズへ戻りました。帰りの飛行機も遅れてしまい、協力隊の活動視察

や市街地視察の時間が短くなってしまいました。 

活動視察では駒ヶ根市出身の林まどか隊員、作業療法士の木村優子隊員からお話を伺い

ました。木村隊員はカトマンズで義手、義足を造ってリハビリをやっている、世界でも少

ない隊員だそうです。そのため、仕事はとても大変そうだし、患者の方も遠くから来ても

らうのに、材料が足りず帰ってもらうことになったりしてしまうそうです。その状況下で

もしっかり仕事をしてより良くなるためのアイデアをだしたり、助けたりしている隊員の

方を本当に尊敬します。 

 

この日は旅の後半でもあり、とても疲れ

てみんな笑顔が引きつってます…。それで

もネパールの方達はとても優しく笑顔で

撮ってくれました！ 
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タメル散策 
カトマンズにあるタメルという市街地ではお土産を購入したり、夕ご飯を食べました。

ご飯はドーム型のお鍋みたいなものでとても美味しかったです。お土産を購入したお店は

日本人が 9 割来るという所で全て日本語で書かれていました。でも売っているものはネパ

ールのもので、初めて見るものもあったので、たくさん買ってしまいました。物価は日本

よりは安かったです。 

～ついに帰国へ～ 

1月 11日〈7日目〉 
この日から私は前日までの疲れから発熱してしまいました。異国での風邪ということで

とても不安でしたが、宮下さんを始めとする一緒に行ってくれた 9 人の生徒、付き添いと

して着いてきてくれた市役所職員の方々が助けてくれたので、最後まで楽しむことができ

ました。ありがとうございました。 

タイからの飛行機が出発するまでに時間があったので、バンコクの空港を散策しました。

物価が高くて日本とお金も違うのでちょっと大変でした。 

1月 12日〈8日目〉 
 私はこの時初めて乗り物の中で日付けが変わりました。でも飛行機の中でもほぼ寝ていた

のであまり実感はなく、時差も感じませんでした。名古屋空港から駒ヶ根までもほぼ寝て

いて、ずっと寝てた最終日でした。でも駒ヶ根に帰ってくると日本だーと実感し、もう一

度ネパールへ行きたいと思い始めました。 

 

この事業に参加させてもらって 
 

 私は、この事業に参加していなければ世界を感じることは無いし、自分の視野も広がっ

ていないと思います。私たちは今、とてもネパールが大好きです。行く前まではネパール

での活動があまりわかっていませんでしたが、今では日本がネパールで行っていること、

ネパールが日本で行うことに目を向けられていると思います。そして自分でもいろんなこ

とに興味を持ち、積極的に挑戦していけると思います。ネパールには約５日間しか滞在し

ていなかったのに、駒ケ根から離れるくらい寂しさがありました。「住めば都」という言葉

を実感できたと思います。 

 私の参加を支えてくれた保護者、無事帰還できるように考えてくれていた吉澤さんをは

じめとする市役所の職員の方々、一緒に参加して助けてくれた９人の仲間たち、学校で支

えてくれた先生方やクラスメートなど、とてもたくさんの方の支えがあり、この研修へ行

くことができました。ありがとうございました。 
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保護者より 

 ８日間でしたが、ネパールの文化・風習・自然・人々の優しさや笑顔に触れ、貴重な体

験が出来ました。多感なこの時期に、このような体験が出来たことは、穂美にとって宝物

です。自分の夢に向かって大きく羽ばたいてもらいと願ってます。 

 今回このような機会を与えてくださった交流事業関係者の皆様、ネパールの皆様、一緒

に旅をした子どもたちと保護者の皆様、すべての方に感謝します。 

 ありがとうございました。 

 

 

 

ダンニャバード！！ 
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ネパール研修記 
                       

                     飯島中学校 2年 宮下 仁吾 

【研修に参加しようと思った動機】 

 僕は 5 年ほど台湾の高雄市に住んでいました。中国やフィリピンの旅行経験があり、外

国に興味がありました。しかしネパールという国は今まで何も関わりが無く、国旗が三角

形ということくらいしか知りませんでした。この事から母にも勧められて「ネパールでの

貴重な体験ができるチャンス！」と思いこの研修に参加しようと思いました。 

 

【事前研修】   

事前研修では 4 回の打ち合わせをしました。第 1 回目の打ち合わせでは、ネパール研修

メンバーと対面しました。1 人は同じ学校の人なので気は楽でしたが、他の 8 人は初対面

なので緊張しました。 

ワークショップでは北原さんがネパールの実態を教えてくれ、ネパールについての興味

が更に高くなり期待を膨らませる事ができました。 

サヤミ先生によるネパール語講座も行いました。サヤミ先生はとても日本語が上手でネ

パール語についても分かりやすく教えてくれました。ネパール語の文法や文章は日本語と

似ていて思ったより覚えやすかったです。サヤミ先生には本当に感謝しています。 

 

【研修テーマ】 

 私たちはネパールへ行く前に自分の研修テーマを決めました。私はネパールと日本では

生活の仕方や文化など、どのように違うのかということが気になっていたので、生活習慣

や文化を体験することを自分の研修テーマとしました。 

 

1月 5日(日)…1日目 駒ヶ根～バンコク 

〈いざ出発！〉 

 この日まであっという間でした。前日の夜はわくわくしすぎて眠れませんでした。1 日

目は、朝 5時 30分に駒ヶ根市役所に集合し、バスに乗り 3時間かけて中部国際空港へ行き

ました。ネパールへは直行で行けなかったので、タイを経由していきました。 
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 ～タイ～ 

約 6 時間のフライトを終えてネパールへ行くための中継地点であるタイに到着しました。

6 時間も飛行機に乗っていると体が痛くなりました。タイは日本よりもずっと暖かく、暑

いくらいでした。 

飛行機を降りてすぐホテルに行きました。タイで泊まったホテルはノボテル バンコク 

スワンナプーム ホテルというところで、とても高級感のあるホテルでした。部屋なども

すごくきれいで最高でした。 

                     

1月 6日(月)…2日目 バンコク～カトマンズ 

〈ネパール到着！〉  

2 日目は、ネパールに向かいしました。ネパールは日本と似たような気候をしていてす

ぐに慣れることができました。首都カトマンズからは日本では見たことのない高さの山が

見えました。また、ネパールはバイクが多いことに気が付きました。これも発展途上国に

見られることで、まだまだ成長途中の国だと思い、驚きと感動でいっぱいでした。 

 

〈JICAネパール事務所訪問〉 

 ここではネパールの社会状況などについて教えてくれました。その中でもいくつか興味

を持ったものがあります。 

ネパールでは 2015 年に地震が起きていたということです。死者は約 9000 人にもなり、

その地震のせいで交通整備が遅れていることを教えてくれました。もう一つは、2008年ま

では王政だったことです。王政を廃止したことには色々な説があるそうです。 

僕たちが行ったポカラ市の浄水場建設に日本が関わっていることなどたくさんのことを

教えてくれました。ここでは、ネパールの実態や日本とのつながりについてより深く知る

ことができました。 
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〈在ネパール日本国大使館訪問〉 

 日本大使館は、ネパールにおいて日本政府を代表する機関で、ネパールとの関係をより

よくするための場所です。通常だと中に入ることはできないので、今回中には入れたこの

体験はとても貴重だと思いました。在ネパール日本大使館はネパールと日本の情報が行き

来するとても重要な機関なので館内の写真撮影は禁止で、門が 2 重になっているなどとて

も警備が厳重でした。 

 日本大使館では大使館のしくみを教えてくれました。在ネパール日本大使館には 15人の

日本人職員がいて、いくつかの班に分かれて仕事をしているそうです。ここでの体験はき

っと僕の人生で二度と体験できないような事だったと思います。 

 

〈カトマンズのホテルにて〉 

 このホテルの夕食はバイキングでした。ネパール風の焼きそばがありました。他にもト

マトスープやチャーハンもありました。部屋の中ではトランプなどをしてくつろぎました。

お風呂に入ろうとしたときにお湯が出なかったりして少し苦労しましたが、楽しかったで

す。 

 次の日の朝食ではバイキングでパンケーキがでました。結構人気ですぐになくなってし

まいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 7日(火)…3日目 カトマンズ～ポカラ 

〈ポカラへ Go!〉 

 国内線(ブッダエアー)に乗りポカラ市に行きました。ネパールは山脈地帯の近くにある

ので天候の変化が激しくなかなか飛行機が飛びませんでした。また、機内からはネパール

の山脈が見えてすごくきれいでした。 

 

Delicious! 
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〈ポカラ到着〉 

ポカラ市はカトマンズよりも空気がきれいだと感じました。そして空港に着いたときホ

ームステイ先の家族の人が迎えてくれて、首飾りをもらいました。そのあと、ポカラで泊

まるホテルで昼食をとりました。 

  

きれいな山 
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〈ポカラ市役所訪問〉 

 ポカラの市役所を訪問しました。

ここでは歓迎のマリーゴールドの首

飾りを貰ったり、市長さんから挨拶

をいただいたり、市役所の職員の紹

介などをしていただきました。僕の

ホストファミリーのお父さんは市役

所の職員の 1 人だったので、ここに

勤めていました。 

 

 

 

〈ホストファミリーとの対面＆ホームステイ 1日目〉 

 研修 3 日目の夜、自分のホームステイ先のホストファミリーとの顔合わせ式を行いまし

た。顔合わせ式の後は自分のホストファミリーたちと夕食を食べ、英語を使ってコミニケ

ーションを取り合いました。初め会うときはすごく緊張しましたが、ホストファミリーの

人たちが積極的に話しかけてきてくれたおかげで緊張がほぐれすごく楽しい夕食会となり

ました。                 

 

 

 

また、ホームステイ先では持ってきたアルバムなどを使って自分の家族のことや友達の

こと、自分の家から見える景色なども紹介しました。 

顔合わせ式でもらいました！ 
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1月 8日(水)…4日目 ポカラ 

〈ホームステイ 2日目(朝)〉 

 朝起きて、朝食を食べまし

た。朝食にはパンとウインナ

ー、カリフラワーの炒め物な

どを食べました。ネパールの

家庭では主食はパンが多いこ

とがわかりました。食後には 

チャイというネパールのミル

クティーを飲みました。生姜

や砂糖がたくさん入ってい

て、とても体が温まりました。 

 

〈母子友好病院訪問〉 

 病院内を見学しました。この病院は駒ヶ根市が支援してできた病院なので、他の病院よ

りはしっかりしているのかなと思いました。 

病院を視察した後は周辺地域を散策しました。ポカラの人たちは牛を飼っている家が多

く、その牛のエサになる巨大なワラの山があり驚きました。 

                       

 

 

 

 散策の途中でお菓子屋さんに寄り支給されたお金でお菓子を買いました。値段がとても

安くたくさん買ってしまいました。 

散策を終えた後昼食を食べました。そこでは「モモ」というネパールの代表的な料理が

出てきました少しピリ辛

で美味しかったです。 

そのあと、ワークショ

ップで病院内を掃除した

り、「visit in Neparu」

の T シャツを貰ったりし

ました。 
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〈ホームステイ 2日目(夜)〉 

 今日がホームステイ最後の夜です。夕食では、「モモ」を食べました。母子友好病院で

食べた物とはまた違う味がしました。食後、ホストファミリーの弟さんがネパールの民族

衣装(男性用)を着させてくれました。そして、その格好で曲に合わせてダンスをしまし

た。この夜は最高のものとなりました。 

 

1月 9日(木)…5日目 ポカラ 

〈ホームステイ 3日目(朝)〉 

 ホームステイ最後の朝食を食べた後、お別れということ

でお母さんがおでこにティカを付けてくれ、家族全員から

手渡しのオレンジを貰いました。 

 ホームステイはあっという間でした。別れるのはさみし

かったけれどとても楽しく充実した 3日間でした。 

 

〈スリサハラバル中等学校訪問〉 

 3日目に行けなかったスリサハラバル中

等学校に訪問しました。 

子供たちはとても元気がよく遊んでいる

ときはずっと走りっぱなしでした。 

そのあと子供たちが学校の教室へと案内

してくれ、描いた絵などを見せてくれまし

た。その中には日本の国旗が描いてあり日

本と関わりが深いと感じました 
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〈WSDO訪問〉 

 ここは身分的に恵まれていない女性

やシングルマザーの人たちが稼ぎを得

るためにつくられた機関です。糸の染

色からバッグを作るまでの行程をすべ

てやっていていろんな場面で驚きまし

た。 

〈ポカラアカデミー〉 

 学校の生徒たちがダンスを披露してくれまし

た。僕たちは日本の文化交流として、リコーダで

「さくらさくら」を演奏したり折り紙をしまし

た。 

 僕は折り紙の係で鶴の折り方や手裏剣などの折

り方などをジェスチャーを使いがんばって説明し

ました。他にも縄跳びや習字、けん玉など多くの

日本文化を楽しんでもらえて、本当に良かったで

す。 

 

【お別れパーティー】 

 お別れパーティーにはそれぞれのホームステイ先のホストファミリーが全員集まりまし

た。パーティーでは他のホストファミリーとも仲良くなりました。その中でも井口そうた

さんのホストファミリーのスザン君とはとても仲良くなりました。僕たちで「さくらさく

ら」を合唱したりレッサムフィリリを歌ったりしました。この後各家庭のホストファミリ

ーの人たちと一緒に踊って歌って大はしゃぎしました。はしゃぎすぎて 1人負傷者が出て

しまうほどでした。曲が終わっても、アンコールが出るほどの盛り上がりました。ホスト

ファミリーの人たちと別れてしまうのはさみしいけれどこの最高の時間は一生の思い出に

なりました。 
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1月 10日…6日目 カトマンズ 

《青年海外協力隊活動視察》＜国立障がい者基金リハビリセンター＞ 

 ここでは、隊員の木村優子さんが作業療法士として活動をしていました。このリハビ

リセンターでは無償で義手義足を提供しリハビリを行うところです。無償で義手義足を作

るのでその材料が届かなかったりすると作れずリハビリセンターに遠くから来た人をまた

帰らしてしまうことが多いそうです。また、木村さんが担当している「作業療法士」とい

う職業は世の中にあまり知られていないのも、現在課題だそうです 

〈昼食(日本食)〉 

 昼食として日本食のそばを食べました。

疲れがたまってたのか店に着くまでバス

の中でみんなぐったりしていました。し

かし、そばを食べたらみんなとても元気

になりました。改めて日本食のおいしさ

を感じました。 

 

〈タメル散策〉 

 ここではタメルを散策しお店でネパールのお土産を友達や家族に買っ

ていきました。お土産を買ってた後はその繁華街で夕食をとりました。

そこでは、鍋のようなものを食べました。とてもおいしかったです。 

 

1月 11・12日…7・8日目 カトマンズ～日本 

〈パシュパフィナート〉 

 7日目の朝は 2日目に行けなかった。世界遺産パシュパフィナートにいきました。ここ

は現地の人たちの火葬場で視察しているときも火葬が行われていました。他にもいろんな

建物がありすごく興奮しました。 
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〈日本到着〉 

 バンコク国際空港を 0時過ぎに出発し 7時半くらいに日本に着きました。日本人ながら

日本の設備の充実さに感動し自分の国の言葉に囲まれることがこんなにも幸せだなんて思

いませんでした。そしてバスで駒ヶ根まで行き家族と再会しました。 

《研修を終えて》 

 僕は研修を終えて、さまざまなことがわかりました。まず自分の研修テーマである「ネ

パールと日本の日常生活の違い」についてです。ネパールは日本とは違いまだ発展途上の

国なので家の暖房設備がまだ不十分なことがわかりました。しかし、ネパールの人たちは

工夫をし家でも毛糸の帽子などを被るなどして元気にたくましく日々暮らしていました。

他にも、ネパール人の優しさを感じました。これもホームステイ先のことで、家を出てい

くとき「寒いから」といって帽子を被せてくれました。そういうちょっとした気遣いをし

てくれるのがうれしかったです。この研修を通して他にも数えきれないほどのことを学び

ました。将来、この学びを生かして日本国内だけではなく海外にも目を向けて人を助ける

仕事をしたいと思います。 

〈保護者から〉 

 今回、中学生海外派遣国際交流事業に参加させて頂き関係者の方々には大変感謝申し上

げます。 

 物怖じしない子ですが初めての国、ホームステイなど未体験のことばかりで大丈夫か心

配しましたがとても充実した研修だったようで安心しました。この経験を将来に活かし視

野を広げ多様な考え方をもつように成長することを願っています。 

ダンニャバード！ 
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Nepal 旅行記 

 

 

駒ヶ根市立東中学校 2年 山田 千紗姫 

 

 

応募動機 

私は最初、体長面で心配があったので、一度ネパールへの参加を諦めていました。 

でも応募締切りが近づくにつれて行きたいという思いが大きくなりました。なので、落ち

てもいいから挑戦してみようと思い応募しました。また、きっかけの一つとして、先輩か

らネパールの話を聞いて行ってみたいと思ったし、発展途上国について知ることが出来る

いい機会だなと興味を持ちました。 

 

 

 

事前研修 

サヤミ先生のネパール語講座と北原照美さんのワークショップがありました。 

ワークショップでは、「もしも、この世界が１００人だったら」というテーマを通して、

発展途上国の現状について学びました。先進国の日本では、読み書きが出来るのは当たり

前だけど、発展途上国のネパールは読み書きの両方が出来る人は少ない。文字が読めない

ことにより困っている人がたくさんいるけど、幸せに暮らしていることを教わりました。

ネパール語講座では、分からないという「シャッター」を下ろさないで、想像力を大切に

することを学びました。文法が日本語と似ていたけど、とても難しかったです。でも、自

己紹介だけは覚えることが出来ました。 事前研修で皆との仲も深まってきました。 

 

 

 

研修テーマ  

 私は、研修テーマを「笑顔になる時」にしました。日本とネパールは生活環境や慣習が

違っているけど、笑顔になる（幸せな時）の感じ方は違うのか不思議に思ったのがきっか

けでした。また、先進国の日本と発展途上国のネパールでの感じ方の違いがあるかどうか

知りたいとも思いこのテーマにしました。  
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バンコクへ 

中部国際空港までは、不安がありましたが、ネパールへ行ける楽しみとワクワクを胸に

出発しました。皆は初海外の中、私は駒ヶ根太鼓の演奏の出演で台湾に２度行ったことが

あるので今回は３度目の海外でした。空港では「前も来たなぁ」と懐かしく思っていまし

た。約７時間のフライト！長い時間で疲れたけど、同時にバンコクへの期待が高まりまし

た。バンコク到着！バンコクは半袖を着たいほど暑かったです！ １月は本田教育長、伊

井島さん、光瑠ちゃん、空弥くんの誕生月でした！（パチパチ！！）なので、夕飯になん

とサプライズケーキが出ました。ケーキも含め、皆で美味しく食べました。 

 

 

カトマンズへ到着 

３時間のフライト中に出た機内食（カレー）は、本当

に辛かったです。辛すぎて、半分以上残してしまいまし

た。また、とんでもないハプニングがありました！なん

と、飛行機の座席にカメラを置き忘れてきてしまったの

です！とても焦りました・・・。でも、気づいたのがす

ぐだったので、取りに戻れました。無事、カメラは見つ

かりました。 

ネパールに着き、ワクワクが止まりません！！カトマンズはバイク社会なので、空気が

煙たく、ほこりっぽいなと感じました。 

 

おめでとう！！ 
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JICA ネパール事務所表敬訪問 

ネパールの現状やネパールへの支援などにつ

いてお話を聞きました。 

○ネパールの現状   

・カーストを廃止しているが、生活にまだ

まだ影響がある 

・SDGｓの水、交通基盤は改善しているが、産

業基盤の整備、強靱な都市づくり、平和 

が課題 

・インフラの未整備 

○ネパールへの支援  

・“壊れる前より良いモノを！”を目標に震災復興の手助け 

・浄水場やトンネルを建設し、社会経済基盤の整備 

また、ここで ODAのプロジェクトを実施しているそうです。ネパール人が日本で働いて 

得た経験や技術がネパール発展に役立つということを聞き、日本とネパールはお互いに必

要だということが分かりました。 

 

大使館表敬訪問 

大使館は、テロなど防止の為、館内の構図などを秘密にし、写真撮影が禁止で、警備が 

厳重にされていました。ネパールと日本は姉妹都市が 64年も続いていて、ネパールは、

とても大切に日本を思ってくれている事を教えてくれました。 

 大使館の仕事についても教えてもらいました。日本への支援として、パスポートを紛失

してしまったときや、ビザの確認、海外

で日本の選挙に参加できるように手配し

ているようです。ネパールに対しては、

ODA（ネパール発展の為に日本のお金を使

う）をしたり、日本好きを増やすため

に、日本の文化を発信しているそうで

す。また、ネパール人の温かさやヒンド

ゥー教文化に触れると良いと教えてくれ

ました。大使館は、滅多に入ることが出

来ないので、とても貴重な体験でした。 

 



 

87 

 

ポカラに到着 

ポカラまで行く国内線は、操縦士が目視で確認し

て操縦する為、天気が悪く、2～3時間位出発を待

ちました。ポカラは、カトマンズより空気が澄んで

いて、マスク無しでも大丈夫でした。駒ヶ根と空気

の澄み具合が近いなと思いました。 

 

ホストファミリーとの顔合わせ！ 

待ちに待ったホストファミリーとの対面！2

泊 3日は不安だったけど、ホストファミリ

ーに会えるかと思うと、ワクワクしていま

した！対面式には、ホストマザーのニーラ

ムさんとマザー父のニルマルさんが来てく

れました。マザーは、ポカラで日本語学校

の先生なので、少し助けてもらいながらの

会話でした。緊張したけど、少しコミュニ

ケーションがとれました。言いたいことが

上手く伝えられなくて、とてももどかしか

ったです。 

ホームステイ 1 日目 

家に着くと“Welcome to our house!”と

歓迎してくれました。この日から私はニーラ

ム家の一員です！マザーが、チャイを作って

くれました。マザーのチャイは絶品でした！         

チャイを飲みながら、私の家族と学校の写真

を見せてあげました。皆、興味津々で見てい

て嬉しかったです。 シャーペンや巾着袋な

どのお土産も喜んでくれました。息子のカス

タブ君（14）は、学校の寮に泊まっていたの

で、会えなくて悲しかったです。夜は、マザ

ーと娘のアイコちゃん（12）と一緒に寝ました。 朝はマザー達にホテルまで送ってもら

いました。 

母子友好病院 
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子供のいる家庭への訪問、村散策と病院の視察と掃除をしました。家庭訪問では、病院

のスタッフさんが、患者さんの目線の高さに合わせて、冗談も交えて話を聞いていて、ス

タッフさんは、患者さんが親しみやすい環境作りを心がけているなと感じました。どの家

庭の赤ちゃんもかわいくて、元気でした。しかし、少し前までは病気だったという家庭も

ありました。お母さん達は、ミルクの質

があまり良くないのに高い事、シャワー

の設備が全ての家にあるわけではないの

で、特に赤ちゃんが病気になりやすいと

いう事に困っていると言っていました。

ミルクが高くて買えない、シャワーが浴

びられないなど環境が整っていなくて

も、家族は皆、幸せに暮らしているとい

う事に気づかされました。 

 歩いていて気づいたことは、自然が多

い事、道行く人に「ナマステ！」と挨拶すると、皆が「ナマステ！」と元気に返してくれ

る事でした。改めて、ネパール人は温かいなと思いました。 病院内の掃除は、ドアや

壁、手すりなどを主にやりました。ドアや壁を拭いただけで雑巾は真っ黒！！でも、雑巾

が黒くなればなるほど、病院が綺麗になるので「もっと綺麗にするぞー！」と思いながら

掃除をしていました。ドアレールや掲示物も念入りに拭きました。掃除を終えると、病院

内が明るくなった気がしました！病院はドアが開けっぱなしだったので、砂埃が入り、汚

れがたまりやすいのかなと思いました。ハーバリウムや六つ花、雑巾を届けたので、これ

で、病院がもっと明るくなればいいなと思います。 

 

ホームステイ 2 日目 
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1日目よりも、一緒にいる時間が長かったのでマザーが、アイコちゃんの女子校の塾に

連れて行ってくれました。そこでは、日本人の私にとても興味津々でした。ネパール語で

自己紹介をしたら、拍

手が起こりました！質

問攻め（英語）で、パ

ニックになったけど、

半分位は答えられたか

なと思います。女子校

なので「肌が綺麗だね

～！」と褒めてくれ

て、なんだか恥ずかし

かったです。帰宅途中

でパンを買ってくれま

した。カフェだったので、皆でのんび～りしました。夕食は、マザー、アイコちゃん、マ

ザー父、マザー母、マザーの弟家族と一緒に食べました。カレープレートを用意してくれ

ました。辛かったけど、マザー母の愛情が詰

まっていて絶品でした！！写真もたくさん撮

りました。チェキの写真を写真立てに入れて

プレゼントしたら、とっても喜んでくれまし

た。マザー父が私に「綺麗」という意味の

“スンダリ”という名前をつけてくれまし

た！ 

 寝る直前にジャン

パーが引っかかって破けました。 

朝、ジャンパーの破けたところにワッペンをつけてくれました。

朝なので開いている店が少なく、ワッペンを結構遠くまで行って

買ってきてくれました。忙しいのに、綺麗に縫ってくれて感謝で

いっぱいになりました。また、バッグや帽子、家族へのお土産な

どたくさん持たせてくれました。ヒンドゥー教で使う聖杯のようなものもプレゼントして

くれました。 

 

 

 

ネパールと日本を 

結ぶワッペン 
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スリサハラバル中等学校訪問 

 3日目に行けず、朝早く急に行くことに

なったのに、たくさんの子達が待ってくれ

ていました。30分位しか交流出来なかった

けど、縄跳びをしたり、写真を撮ったり、

思いっきり楽しみました！保育園～小学生

の子が多く、皆すっごく元気ではしゃぎ回っ

ていました。プレゼントした縄跳びを喜んで

使って、遊んでくれていました。私も小学生

位の女の子と一緒に跳んで遊びました。皆元

気で、ついていくのが大変だったけど、全力

で楽しめました。 

 

 

 

WSDO 

ここでは、女性の方々がかわいいバッグや人形を

作っていました。ここは、貧しい女性達が強く生きる

為の活動としてスタートしたそうです。機織り機を使

って手作業で作っているので、時間も手間もかかると

教えてくれました。でも私は、手作業の方が作った人

の個性が出て、温かみもプラスされていいなと思いま

した。 

ポカラアカデミー訪問 
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 ここの学校の生徒達もすごく私達を歓迎してくれました。リストバンドやマリーゴール

ドをプレゼントしてくれ、ダンスを披露してくれました。私達も「さくらさくら」を披露

しました。行く前に結構練習したけど、緊張も

あって、上手く演奏出来ませんでした。色々な

ところでマリーゴールドを貰うので、どうして

なのか気になります。縄跳び、けん玉、折り

紙、習字グループに分かれて交流しました。私

は、けん玉グループで穂美ちゃんと一緒に教え

ました。けん玉は男子と先生達に結構人気でし

た。正しい持ち方と膝を使うのがコツだと教え

てあげたら、出来る人が増えました。コツを英

語で伝えられて良かったです。皆、お皿に乗ると「ヤッター！」と嬉しそうでした！もし

かめと、とめ剣を教えてあげました。とめ剣は「これ難しいね・・・」と苦戦しながら

も、一生懸命練習していました。やっぱり成功すると、友達に見せたり、嬉しそうに自慢

していました。上達スピードが速い！！初めは出来ない人が多かったけど、帰る頃にはた

くさんの子が乗せられるようになっていました！！日本伝統の遊びのけん玉を楽しそうに

遊んでくれて、広める事が出来て嬉しかったです。ポカラアカデミーの子達と仲良くなれ

ました。 

 

お別れパーティー 

 とうとうお別れパーティーになってしまいまし

た。 2日間の間で話せなかったことを話すことが

出来ました。ご飯後の私達の「さくらさくら」と

「レッサムフィリリ」の合唱で盛り上がりまし

た。レッサムフィリリは太鼓みたいなので一緒に

演奏してくれました。そのままダンスパーティー

に突入！！ ネパールの音楽が流れていました。

初めは踊るのが恥ずかしかったけど、ずっと踊っ
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ているうちに恥ずかしさがなくなり、テンションが

上がり過ぎて皆大はしゃぎでした。というか、皆深

夜のテンションに突入していました。ネパールのダ

ンスは振り付けが決まっているようで、マザーや皆

の家族が教えてくれて見よう見まねで

踊りました。本当に楽しくダンスが出

来ました！最初は寂しかったけど、踊

っているうちに寂しさが吹っ飛んでい

きました。最後の最後まで楽しく笑っ

て過ごせました。ホストファミリーの

皆、私を家族の一員に入れてくれてありがとうございました！！  

 

青年海外協力隊活動視察 

隊員の林まどかさんが案内をしてくれて、作業療法士の木村優子さんがリハビリなどの

活動内容を教えてくれました。この場所では、優子さんと現地の作業療法士さん達がリハ

ビリを行い、義手、義足、車椅子を作っているそうで

す。ここへ来る人の多くは女性なのだそうです。何故

かというと、女性の方が食料をとる為に木に登り、落

下してしまう事故が多いからだそうです。しかし、治

すことは難しいので切断をすることが多いらしいで

す。しかし、30％位しか義手・義足をつけられていな

く、残りの 70％位は、そもそも存在を知らなかった

り、この JICA施設にたどり着けない場合があるというのが現状らしいです。施設のアピ

ールをネットや広告でやっていることを知り、救える人を増やし、幸せを増やす為に頑張

っている姿がカッコイイと思いました。 

 

○お昼はなんと日本食！！ここは日本かと思う位本格的な蕎麦で

した。久々の日本食は最高でしたー！おいしかった！ 

○お客さんの 99％が日本人というお

店でお土産をたくさん買いました！も

ちろん自分へのお土産も！！ 
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○夕食は、外のお店で食べました。たわいもない話をしてすごく盛り上がりました！お鍋

が出ておなかいっぱい、おいしく食べました。 

パシュパティナート 

 2日目に行く予定だった、世界遺産のパシュパティナートに行きました。火葬場に

行く途中「50ルピー」と繰り返し叫び、レッサムフィリリを弾いている物売りの人がい

て驚きました。お亡くなりになった方は、オレンジの布に覆わ

れ、親族の方がマリーゴールドの花を散らしていたので、今から

火葬されるという印象が薄いように感じました。この場所で火葬

されることはとても名誉なことらしいです。 

 

 

 

研修を終えて 

私はネパールに行くことを決めて本当に良かったです。 

今回の研修を通して、言葉の壁を乗り越える難しさを身に染みて実感しました。です

が、壁を乗り越えられてコミュニケーションがとれた時は、本当に嬉しかったし少し自信

にもつながりました。難しさはあるけれど、壁を乗り越えていくきっかけは見つけていか

ないと逃してしまうこと。チャンスを自分のものにするには、自分で掴まないともったい

ないということ。ネパールの方々の温かさに触れて、心を開いて、自然体でいる大切さを

学ぶことが出来ました。 研修テーマは、ホストマザーや家庭訪問の時に聞いて調べてみ

ました。マザーは日本語学校の先生なので、生徒が頑張って勉強しているとき、家庭訪問

でお母さん達は、子供が元気で笑っているとき、他にもたくさん教えてもらえました。や

はり日本もネパールも笑顔になれるときはそんなに違わないことから、“笑顔は世界共

通”だということを改めて認識出来ました。英語で話せるようになることが、研修で見つ

けた私の課題です。英語をもっと勉強して話す力と聞く力を身につける事が出来るように

頑張っていきます。前向きに捉え、温かい心で、ネパールの方々のような温かさを大切に

していきたいです。 ネパールのお母さん、お爺ちゃん、お婆ちゃん、妹。私を家族の一

牛！ 
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員に迎えてくれてありがとうございました。また会えたら嬉しいです。全部が最高の思い

出です！！ 

来年度参加する人へ 

荷物はホームステイ用として、小さいバックに用意しておいた方がオススメです。私

は、まとめてひとつに入れておいたので準備に時間がかからず、すぐ持っていけました。 

服は上下共に３セットあれば足りました。 充電器は必要です！！ 

 

保護者から 

頭痛持ちの娘。ネパール行きは反対していましたが、本人の「ネパール絶対いくから

ね。」の強い意志に根負けし応募の結果、選抜していただきました。頭痛を心配していま

したが、メールで届く写真を見て笑顔だったので少しホッとしました。毎日のメールの写

真と報告はかなり不安を払拭してくれました。テーマが“笑顔になれるとき”という事

で、笑顔になる事は全世界共通だということに気付いた事が本人にとって宝物になったか

なと思います。文中のワッペンの件でも人の温かさに触れたと思います。人にやさしく、

思いやりをもち、サポートが出来る素敵な大人になっていくように願っています。でも、

もっと肩の力を抜くように・・事前研修から始まり、ネパール研修中、報告会とサポート

していただいた方々大変お世話になりました。有り難うございました。 
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ネパール連邦民主共和国への旅 報告書 

駒ヶ根市教育委員会 子ども課 宮下志保 

 

【はじめに】 

 直近で直接ポカラの方と接したのは、２年ほど前に日本に視察に来た時に、

保健あすなろ会(保健補導員OB会)との交流会をしたときに担当職員として同席

させていただいたときです。その際に、日本のように制度は十分に整っていな

いけれど、公衆衛生をより向上するために模索しながら住民と活動を展開して

いるということをお聞きし、活力のあるポカラ市の姿を感じました。 

 その後、まさか自分がポカラ市に行く機会を頂けるなんて思ってもみません

でした。また子育て中の私にとって８日間家を空けるということも初めての体

験でした。自分の子供と同世代の中学生の子供たちに同行し、同じカリキュラ

ムを体験させていただき、ネパールで色々なことを感じ学んできたので報告し

ます。 

 

【ネパールの印象】 

飛行機が着陸するときにまず目に飛び込んできたものは、カラフルな洗濯物

が屋上にきれいに並べて干してあったことです。日本のモノトーンを中心とし

たシンプルなカラーとは違って、干してあるものが赤・青・黄色・ピンク…と

色とりどりでした。何だか幸せと平和の象徴のようにみえました。 

日中は人々が街に出ていて、活気がありました。石やレンガ造りのような建

物が多く、家の中はひんやり寒いため日中は外に出てひなたぼっこしている人

が多いとのことです。子供たちも群れて元気よく走り回って遊んでいる姿が印

象的でした。高齢の方も、日本ならまだ働いていて家にいなさそうな人まで、

とにかく外に出てゆったり過ごしている姿が目に移りました。 

 

お菓子屋さんや八百屋さんなどの店が多くて、 

経営が成り立つのかなと不思議に思いましたが、 

大型店に客が集中する日本に比べると身近に行 

きやすい店が多い方が、ネパール国民の需要に 

合っているのかなとも思いました。 

 

                          

あと、カトマンズはバイクの多いこと！！どんどん車線変更をしたり割り込

んだり…。そして車やバイクが行き交う中で歩行者が物おじせずにぐいぐい 

駄菓子屋さんで買い物体験☺ 
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横断していくことに驚くとともに、たくましさを感じました。滞在中に一度は

事故を目撃するだろうと思ったのですが、一度も遭遇しませんでした。 

 

道路がデコボコしたりしてバイクなどが転倒 

したりしないのかな…使用していない電線がた 

くさん絡まって落ちそうな状態になっていたり 

…公共トイレの衛生面…改装中の道路に土の山 

があらわになっていたり…きっと日本だったら 

すぐ指摘が入り整備されていくのですが、それ 

もまた国の違い、お金のかけ方の優先順位の違 

いがあるなあと実感してきました。 

  

【カリキュラムの中から】 

① 母子友好病院を起点にした家庭訪問 

  病院は増築中ということで竹の足場が上に組まれている状態で、病院の二

階部分が構造上なのか壁がない部分があるので、冷たい外気が入ってきまし

た。もし雨が降っていたら吹き込んできて大変ではないかなと思いました。

しかし限られた環境の中でできることは工夫されていました。 

 壁には手作りの健康教育のポスターが張られていたり、日本の視察で影響を

受けたとのことで簡易的な授乳スペースを設けてありました。 

 母子病院ではコマガネルームという部屋があって、今までの交流の歴史を写

真や掲示物で飾られていました。その中に駒ヶ根市の乳幼児健診の見学にポ

カラスタッフが来た際の写真があり、よく見ると…来所した母親の相談にの

っている私の後ろ姿も映っており、ポカラ市と駒ヶ根市の歴史の記録の中に

私も少し入った気がして嬉しく思いました。 

 

家庭訪問は母子事業プロジェクトのスタッフと現地の保健補導員さんの方

などと一緒に赤ちゃんのいる家庭を家庭訪問させていただきました。あとで知

ったのですが、アポなしの訪問だったとのことです。それなのに嫌な顔一つせ

ず皆さん受け入れてくださいました。そして外での近所との交流も多く、人々

の声掛けや支え合い、おおらかで心温かな国民性だなあと実感しました。 

ネパールの赤ちゃんは彫りが深くて目力が強くてとてもかわいらしかった

です。家の中は寒くても赤ちゃんの周りはヒーターを用意し寒くないようにし

てありました。おむつは長い布を巻いて当てて、おむつカバーはしていません

でした。日本語を使わず現地の方と話をするのは大変でしたが、たどたどしい

ながらも英単語を組み合わせて話せば何とか伝わるのが嬉しかったです。 

車窓から見えるバイクの山！！ 
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ただ細かいニュアンスを伝えるのは難しいので、どこに行っても英語力は必要

だと実感しました。 

  日本は母子手帳交付制度があり、妊婦健診や子どもの医療費の公費負担が

あったり、子育てに対するサポートは厚いと思います。ただ核家族化や地域

とのつながりの希薄化によりどこにも頼ることができず、孤独な子育てをし

ている方も多くいます。どちらの国がいいとは一概には言えませんが、ネパ

ールの地域ぐるみの子育てを見て、日本は先進国で整っているからと言って

幸せとは言い切れないなあ…ともどかしさも感じました。 

 

② WSDO(女性技術開発機構)訪問 

DVを受け一人親になった女性や貧困などにより学歴がない女性などを対 

象に、職業訓練をしてくれる施設。色を染色するところから、バッグやポー 

チの製品化、販売までの一連をその施設で行っていました。６６６名の女性 

が今登録しているそうです。その施設長の女性は信念があり、機械化にしな 

いのは女性の技術力を高め、真の自立ができることが目的であり営利が目的 

ではない…とのことでした。その姿勢に深く感銘を受けました。 

 

【ネパール研修から見えた人とのつながり】 

人との距離感が近く本当の子供のように温かく迎え入れてくれるホストフ

ァミリーの皆さん、JICA草の根技術協力事業 北原さん、ポカラ市役所の皆

さん、JICAネパール事務所、日本大使館 國貞さん、ポカラアカデミー、HIS

現地ガイドのラジャンさんや HIS の斉藤さん服部さんなどなど…今までの駒

ヶ根市とポカラとの深いつながりを基盤に、現在の関係者まで引き継きがあり、

前向きで温かいサポートがあって初めてこの事業が成り立っています。そして

家族や学校の温かい理解を受けて、このような素敵なプログラムに参加できる

中学生たちは本当に幸せだなあと思いました。 

 

 

 

 

 

 

これからの人生、色々あると思いますが、この経験も糧にして大きく成長し 

羽ばたいてほしいと心から願っています。そして、この経験を家族・友達・こ

れから出会う人々に発信し、今後の生活に役立てていってほしいと思います。

そして、皆さんならそれができると確信しています！！ 
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【子どもたちの健康】 

 以前のこの研修は体調を崩す子供が多くいて…というのを聞いていたので

「生水・生もの(フルーツ・野菜)は食べない。歯磨き後の口の濯ぎもミネラルウ

ォーターで。」という約束をして、８日間を過ごしました。 

この約束をきちんと守り、全プログラムにほとんどの生徒・引率者が参加する

ことができました。きっと中には少しお腹や頭が痛かったり不調があった方も

いたかと思いますが、大事にはならずに済んだことを皆様に感謝したいと思い

ます。 

 （私自身、生徒たちより先にダウンしないように気を付けていました。３日目

くらいにお腹が少しもたれた感じがあったり、そろそろ疲れが出てきたかなあ

と感じたくらいで、その後は元気に乗り切りました。食事面は基本的に何でも

おいしくいただけました。日本にいると仕事や家事に追われ睡眠時間は少なく

なりがちですが、この研修期間はよく寝られました。 

やはり食・睡眠は健康の基本だなと実感しました！） 

 

【最後に…】 

この研修を通して、ネパールという国が大好きになりました。 

一般的な視察旅行とは違い、家庭訪問やホームステイといったネパールの生

活を感じられる部分と、学校訪問を通して同世代との交流、大使館や JICA・母

子友好病院などの施設見学がバランスよく組み込まれていました。 

日本で生活していると、恵まれていることに気づけないことも多くあると改

めて実感しました。今ある環境に感謝し、幅広い目で世界を見渡せる視野を持

てるように生活していきたいと思います。 

職場の皆様にはこのような貴重な機会を頂き感謝しております。また協力し

て送り出してくれた家族、そして一緒に行っていただいた引率の皆さん、生徒

の皆さん、研修に関わっていただいた皆様…本当にありがとうございました。 

飛行機から見えるヒマラヤ山脈✨ 

我が家から見える中央アルプス！きれい✨ 
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駒ヶ根市教育委員会 子ども課 

教育総務係 吉澤 啓太郎 

 

学校では手づくりの

国旗で歓迎してくれ

ました 

ポカラ市は首都カトマンズに次ぐ大都

市で、人口は 30 万人以上。ヒマラヤトレ

ッキングを楽しむ外国人観光客も多く訪

れる山岳観光都市です。そんなポカラ市と

駒ヶ根市は、平成 13 年に国際協力友好都

市協定を結び、これまでさまざまな交流を

続けてきました。 

この中学生派遣事業は、両市の交流の大

きな柱ですが、ネパールへの派遣が始まっ

たのは、友好都市となる前の平成６年度か

らです。当時、行き先が先進国ではなく途

上国のネパールに決まった理由の一つは、

当市に青年海外協力隊訓練所があること

でした。そのため、この事業でも協力隊員

の活動先を訪問するなどのプログラムが

組まれています。 

ネパール滞在中、添乗していただいた

H.I.S の斎藤さんに「こんなに充実したプ

ログラムはなかなかない」とおっしゃって

いただきました。これまで両市が、形式的

なものではなく、心の通った交流を重ねて

きたおかげであると改めて感じました。 

子どもの頃から「５分前行動」を教えら

れ時間に厳しい日本とは違い、ネパールは

良くも悪くものんびりしています。 

隊員時代、物事が全く予定通りに進まな

いときに、ネパール人に「ネパールタイム

だからね」と言われて何度イラッとしたか

分かりませんが、そういうものであるとい

うことは身に染みて分かっていたつもり

でした。しかし今回は、ネパールタイムに

加えて飛行機の遅れが想定以上に大きく、

生徒の皆さんにとっても忙しい旅となっ

てしまいました。 

ポカラを離れる日、やはり飛行機は時間

通りに飛ばず空港で待っていると、連絡も

していないのに、本来のフライト時間を１

時間くらい過ぎたころ、ホストファミリー

がお見送りに来てくれました。時間通りに

飛んでいたら会えなかったはずですが、そ

んなことは気にもせず。ネパールタイムを

理解するのはまだまだ時間がかかりそう

です。 

 

 

 

 

 

 

１ ポカラと駒ヶ根 ２ ネパールタイム 

中学生海外派遣国際交流事業報告 
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駒ヶ根のような小さな自治体がこうし

たプログラムを組むには、関係する皆さん

の協力が不可欠です。 

JICA 駒ヶ根や JICA ネパール事務所の

皆さん、ネパール語講師のサヤミ先生、日

本国大使館の國貞書記官、現地でさまざま

な調整をしてくださったネパール交流市

民の会の北原照美さんや市出身の林まど

か隊員、訪問を受け入れてくださった木村

優子隊員やスリサハラバル中等学校で活

動されていた石澤奈々恵隊員など、多くの

皆さんのご協力があって充実した事業と

なりました。 

事業の実施前、治安の面で不安があった

際には、JICA や日本国大使館にいろいろ

とご相談させていただき、不安は最小限に

して出発することができました。 

治安や衛生面では先進国と比べて不安

があるのは確かです。しかし、それでもこ

うして毎年この事業を行えるのは、協力し

てくださる皆さんのおかげですし、この繋

がりを持っていることは、駒ヶ根市にとっ

て大きな財産であると感じました。 

 

 

ホームステイ初日の翌朝、各家庭から集

まってきた生徒たちは、どのように一晩を

過ごしたかを話し合っていました。「会話

が続かなかった」「言葉が分からなかった」

と自虐を言いながらも、何かやり遂げたよ

うな、誇らしげな表情でした。また、２晩

を過ごした後のお別れパーティーでの、ホ

ストファミリーとの様子を見ていれば、そ

れぞれ充実した時間を過ごせたであろう

ことが伝わってきました。 

教育委員会にいながら、普段の業務で子

どもたちと接することはほとんど無い私

にとって、成長していくその瞬間に立ち会

えたことは、非常にうれしく、また貴重な

経験となりました。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

生徒の皆さんは、普段の生活に戻る中で、

今の気持ちや感動はだんだん薄れていっ

てしまうと思いますが、中学生のときにネ

パールへ行ってそれぞれ感じたことは、大

きな意味を持つと思います。さまざまな場

面で勇気を出して、この８日間を乗り越え

たことを誇りに、これからの人生も明るく

乗り越えていってほしいと思います。 

 

３ ご協力いただいた皆さん ４ 生徒たちの様子 

 

平成６年度から続くネパール派遣ですが、これまでアメリカ同時多発テロやネパール

国内の混乱などにより事業を行えなかったこともありました。今回も少し時期がずれて

いれば、コロナウイルスの影響から中止となっていたかもしれません。行きたいときに

行きたいところへ行くということも、やはり「当たり前」ではありません。 

保護者の皆さん、先生方、関係機関の皆さん、この事業に関わっていただいた全ての

皆さんに感謝いたします。本当にありがとうございました。 



 

 

 

 

中 学 生 海 外 派 遣 国 際 交 流 事 業 報 告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯島町教育委員会 

生涯学習係 伊井島 
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１日目 日本からタイ（バンコク）へ 

 早朝に駒ヶ根市を出発し、中部国際空港へ。生徒は少し緊

張している様子でしたが元気そうでした。 

 正月休みも終わりの週末ということもあり、空港はかなり混雑し

ていて、出国手続きに時間がかかりましたが無事バンコクへ出

発。 

 バンコクに到着し、宿泊は空港のすぐ隣のかなり大きなホテル

でした。夕食はホテルのレストランでとり、嬉しいサプライズが！この研修中に誕生日を迎える人が４名いるということでケ

ーキをいただきました。みなさんありがとうございました！ 

 少しだけ夜のタイを散歩し、コンビニで買い物もしました。どこにでもあるコンビニですが、海外だとやはり日本とは違うとこ

ろもあります。一つひとつが貴重な経験になります。移動の疲れからあっという間に就寝。 

 

 

 

 

 

２日目 タイ（バンコク）からネパール（カトマンズ）へ 

いよいよネパールへ出発の朝。飛行機の出発時間が遅れ世界遺産パシュパティナート

の視察は後日になり、JICA ネパール事務所と在ネパール日本国大使館を表敬訪問

しました。 

 JICA ではネパールの現状やネパールでの活動、SDGｓについてなど聞きました。言

葉は知っていても、しっかり理解していなかったものが、事務所の方の話を聞き、今の状

況をまじえて知ることができました。生徒一人ひとりが自分に何ができるか、少しずつ考

えられたのではないかと思います。 

 日本大使館では残念ながら大使は不在でした

が、農林水産省から出向されている国貞書記官が説明をしてくれました。初めて

入る大使館、セキュリティの厳重さに生徒は驚いていました。掲示板の日本語に

少し安心すると言っている子もいました。 

タイの空港で両替をし、自動

販売機で購入している様子 

ケーキありがとうございました! 

←JICAネパール 

事務所にて 

１月生まれの４人 夜のバンコク 

 カトマンズ トリヴバン国際

大使館前にて→ 
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３日目 カトマンズからポカラへ 

この事業の目的地ポカラ市へ移動。飛行機では３０分ほどでしたが、天候の

影響から空港で３時間待ち。待合室はたくさんの人であふれていました。飛行機

が遅れるのは日常茶飯事の様子で、待たされていてもなんとなく時間はのんびり

流れていました。日本との差を感じた一面です。 

 

 

 

 無事にポカラへ到着すると、ポカラ市役所の方やホストファミリーが出迎えてく

れて歓迎してくれました。生徒達も待ちくたびれてようやくの到着でしたが、み

んな笑顔で挨拶をしていました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

予定していたスリサハラバル中学校の訪問は、後日

に延期となり、昼食を食べた後、ポカラ市役所を訪問しました。多くの訪問先で歓迎をしてくれました。 

 ポカラ市役所を訪問すると、セレモニーの間中、人の出入りがあり、携帯の呼

び出し音がなり、なんとも賑やかな会でした。国が変わると、文化も変わること

を実感した場面でした。聞くところによると、会議への出席は偉い人ほど遅く来

て、話す時間は偉い人ほど長くなるそうです。興味深い文化です。日本では、

時間に遅れることはほとんどないですし、話す時間も決められた時間内で、そう

でなければできるだけ短めにする雰囲気があります。 

トリブヴァン国際空港（国内線） 

↑空港で出迎えてくれました。 飛行機のプロペラが回っている後ろで撮影したので、もの 

すごい風が吹いていました。 

おでこに赤い印（ティカ） 

歓迎の布（カダ）もたくさんの場所 

でいただきました。 

みんな思い思いに 

過ごしています。→ 

ポカラ市役所のみなさんと 

マリーゴールドの花輪 
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夜には研修の中の楽しみのひとつ、ホームステイでお世話になるホストファミリーと顔合わせをし、みんなで夕食を食べ

ました。緊張しながらも、生徒それぞれに話をしていました。みんなに声をかける間もなく、いつの間にかホストファミリーと

一緒にそれぞれの家へ。 少し不安な気持ちもあったと思いますが、笑顔で出発していきました。 

４日目 ポカラ市 母子友好病院訪問 

ホームステイ１日目を終えて集まってきたみんなの顔は、友達に会えた安心感と新しい経験をしたなんとも言えない

高揚感と、前の日とは違う表情が表れていました。異文化に触れるということはすごい経験だと思いました。 

ポカラ市の母子友好病院へ集まり、早速現地の子育て世帯を実際に訪問、町を散策しながらポカラの生活について

話を聞きました。 

 

病院での歓迎セレモニーの後、院内を見学しました。その後日本から持って行った雑巾を使って現地の皆さんと一緒

に清掃を行いました。病院は2階部分までできていて３階部分は建設中でした。そのため院内は埃っぽく、砂がたまって

いたりしていましたが、みんなで掃除して前よりも明るくきれいになったと思います。 

陽射しがあればあたたかい気候ですが、当日は生憎の雨。暖房設備は整っていないので、寒さを感じながらの雑巾が

けでした。きっと手も冷たく、普段の掃除とは違ったと

思いますが、先輩たちから託された雑巾を手に、全

員で病院をきれいにしようという気持ちで掃除をして

いました。病院関係者のみなさんも、普段できないと

ころまできれいにしてくれて感謝をしていました。とても

良い気持ちになれました。 

 

 

 

ネパールの苗屋さ

ん。日本から持って

帰ったものを育て、

苗を販売したりもし

ているそうです。 

↓ 

一般家庭を訪問。庭には残飯などから発生るガスを台所に送る 

設備があり、ものを無駄にしないということを感じました。 
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５日目 ポカラ市 WSDO（女性技術開発機構）と学校訪問（スリサハラバル中等学校とポカラアカデミー） 

ポカラに到着した日に訪問できなかったスリサハラバル中等学校を

訪問。学校の周辺は貧しい家が多く、道路などのインフラもまだまだ

整備されていない場所でした。学校へ着くとすぐに小さな子どもたちが

歓迎してくれました。一人ひとりの境遇は様々ですが、笑顔がとてもす

てきな子どもたちでした。日本からの生徒達も久しぶりに体を思い切り

動かせるからか、とても生き生きとして交流をしていました。みんなが健

康で元気に大きくなってほしいと思いました。先生の声も届かないくらいの

大きな声で走り回ったり、縄跳びをしたり、カメラを向けるとみんなポーズをと

ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WSDO（女性技術開発機構）は、女性が活躍できる場所と収

入の手段として設立され、コットンの糸から様々な生地を作り、たくさ

んの製品を手作りしていました。作業をしている女性みんなの笑顔が

とても生き生きしていたのが印象的でした。WSDO のように、女性が

活躍する場所がたくさんできていくといいなと思いました。 

 

 

 

１枚の生地から、いくつものパーツを切りだした

り、形をつくったり、ファスナーを付けたり、とても

丁寧に作業をしていました。長い生地を織るため

に何日も座って作業することもあるそうです。 
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 午後はポカラアカデミーへ。到着すると大勢の生徒のみんな、

先生方が歓迎をしてくれました。セレモニーでは女子生徒による

かなり完成度の高いダンスを披露してくれて、とても感激しまし

た。 

セレモニーの後、同年代の子ども達と日本の文化を紹介しな

がら交流をしました。言葉は通じなくても、日本の文化をしっかり

と伝えられていたと思います。子どもだけでなくアカデミーの先生

方もとても楽しそうに体験してくれてとてもよかったです。 

 

 

 

 

 夜はお世話になったポカラのみなさんとのお別れパーティーでした。たった２日間でしたが、生徒にとってとても充実した

内容の濃い２日間だったと思います。 

 海外に来て現地の生活を体験できるのはホームステイならではだと思います。ホテルに宿泊してももちろん体験はでき

ますが、実際の生活とは少し違います。そんな貴重な体験をした生徒たちは、日を追うごとに雰囲気が変わっていきまし

た。なんとなく遠慮がちだった部分が、自信をもって行動できるようになっていたと思います。知らない土地で、言葉もわか

らない中で、とても勇気がいることですし、とてもエネルギーが必要なことです。誰にでもできることではないと思います。将

来この経験を生かし、様々なことに挑戦していってほしいなと思いました。 

 

なわとび けん玉 

折り紙 書道 
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お別れの最後はみんなで踊りました。日本にはない豊かさがここにはあるような気がしました。 

６日目 ポカラからカトマンズへ 青年海外協力隊活動視察 

いよいよポカラ市とお別れです。カトマンズへ戻るために空港へ。しかし、ここでもやはり飛行機が飛ばず３時間あまり

待機することになりました。この数日で学んだことのひとつは、時間にとらわれないこと。天候だけはどうしようもないです。

自分を見つめ直す良い機会となりました。 

午後になりようやくカトマンズへ。青年海外協力隊の活動を

視察しました。活動している国立障がい者基金リハビリテーショ

ンセンターは、身体に麻痺がある方のリハビリや、義手や義足

を製作している施設です。ネパールでは、生活のために木に登

り、そこから落下をして骨折等をしても治療する場所がなく、そ

のまま悪化してしまい手や足を切断するしかないことが多いそう

です。さらに、義手や義足が欲しくても、このセンターまで来るの

に何日もかかる方もいて、そういった方は町に宿泊をして製作・

調整をしていくそうですが、宿泊するにもお金がかかり、義手や

義足を作るのにもお金がかかり、まだまだ多くの問題があるとのことでした。 

日本では当たり前のことが、国が変わると全く違う状況に

なることを実感しました。すぐに、自分にできることは何か、答

えを出すことは難しいですが、目の前の現実を忘れずに考え

ていくことが大切だと思いました。 

センターを後にし、少し遅めのお昼でしたが、メニューは「そ

ば」でした。旅の疲れもあるせいか、生徒は静かでしたが、久

しぶりの日本の味に癒されていたと思います。 
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 ネパールで過ごす最後の夜になり、飛行機の遅れなど

で時間は短くなりましたが、家族や友達へのお土産を買

う時間になりました。限られた時間の中で思い思いのもの

を選んでいました。 

 お店のオーナーさんは日本語がペラペラで、ここはネパー

ルなのか？と感じるほどでした。今思えば、商品説明も日

本語で書かれていて、でも違和感は全くなく、ネパールに

いることを一瞬忘れてしまうくらいでした。でも、間違いなく

おみやげはネパールで買っています。 

 お土産を選び終わり、夕食はホテルではなく現地のレストランでとりました。ホテルの料理とは違い、でも日本の味に似

ている、どこか落ち着く味の料理でした。 

 この研修中、団長として先頭に立っていただいた本

田教育長、生徒の心と体の健康を見守ってくれた宮

下保健師、そして準備から全てを計画していただき、ネ

パールでも多くの面倒をみてくれた吉澤さん、旅の安全

を提供してくれた HIS の斉藤さん、服部さん、本当に

お世話になりました。無事に旅を終えることができたの

も、みなさんのサポートがあり、また生徒自身の成長も

あってのことだと思います。たくさんのことを勉強させても

らい経験させてもらい、本当にありがとうございました。 

 

７～８日目 ネパールから日本へ（おわりに） 

最後に世界遺産でもあるパシュパティナートへ。ネパール最大のヒンズー教寺院であるこの場所は、インドなど海外か

らも人が訪れます。目の前で実際にお葬式も行われていました。 

礼拝の地であり、葬儀場であり、観光地でもあるパシュパティナートを見ていると、とても複雑な心境でした。 

いよいよネパールを離れ、タイ（バンコク）から日本です。日本への帰国を前に、ネパールに限らずですが、海外での

経験・体験をもっとしたいと思う反面、慣れ親しんだ生活を望む気持ちもありました。やはり家族の顔が浮かびます。 

この国際交流事業を通して、子どもたちだけでなく、引率した自分も考えさせられることが多い旅となりました。40 年

余り生活してきた日本と全く違う世界がそこにあり、今まで経験したどの経験とも違う現実がありました。そこに生きている

人がいる、それぞれの生活がそこにあるという間違いのない現実です。日本が良いとか悪いとか、自分が恵まれているとか

いないとか、そういったことを考えることもあります。自分だけ

の価値観で物事を判断するのは少し後にして、まずは、

多くの価値観を知って、多くの人、多くの考え方があって、

それらを認め、理解することが大切だとあらためて思いまし

た。 

 これからも多くの経験ができる中学生のみなさんには、こ

のネパールでの経験をきっかけに、これからもっとたくさんの

世界を感じてほしいと思います。世界に飛び出して、多く

の経験をしてほしいと願っています。 

パシュパティナートの風景 
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点と点がつながり、線となり、面となり、物語になる

ネパール交流市民の会 JICA草の根技術協力事業
プロジェクトマネージャー 北原照美

【中学3年生のコメント】

・去年自分たちがもっとこう
しておけばよかった！と思っ
て点を後輩に教えられた。

・やっぱり現地で体験しない
とわからないことが多くある。
母子友好病院の掃除が私自身
がやりたかったことなのでと
てもありがたいです。

・行った直後は新鮮な思いが
沢山ありましたが約１年たっ
てみると、その時見えなかっ
たことが見えてきたり、同じ
出来事も違った観点から見る
ことが出来たりしたので、こ
うやって国際協力をしていく
のもありなんだな、という学
びを得られました。

・ネパールから帰ってきても
こうやって関わることができ
て、嬉しいです。

【中学2年生のコメント】

・先輩方のお話を聞いて不安
や悪いことよりも楽しさの方
が大きいと分かってよかった。

・コマガネ病院をもっと明る
くできるように積極的に意見
を出すことが出来た。自分が
考えもしなかった意見が出て、
病院でできることがふくらめ
ることができた。

・動画でネパールの方々の感
想などがあってその方々がど
んなに駒ヶ根から来た私たち
を大事に思ってくれているの
かというものがすごく伝わっ
てきてとても嬉しい気持ちに
なりました。

・先輩の意見などを取り入れ
ネパールの「コマガネ病院」
へのきもちが高まった。ネ
パールをもっとよくしたい！

2015年度から毎年、駒ヶ根やネパールのいろいろな場面でかかわらせていただいています。
今、時や場所を越えてつながりが出て、そこにストーリーが生まれていることがとっても
素敵！と思っています。Facebookや新聞の記事、生徒の皆さんのコメントなどを紹介しな
がら、今年の事業を振り返ってみます。

事前研修として2回のワークショップを開催
①「世界がもし100人の村だったら」アクティビティ
と各自のテーマ決め ②先輩とのQ&A、「ポカラの母
子友好病院でのアクティビティ」決めをしました。
②ときのFacebookと生徒さんのコメントがこちら・・
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活動を終えたあと感想

【病院の良いところ】
・子供が親しみやすいよう
にカラフルになっている診
察室

・スタッフの人が親身に
なって保健指導している所

・地域密着型で患者さんと
医師の方との距離が近いと
ころ

・妊婦さんもお医者さんも
皆が笑顔なところ

・日本のいいところをでき
る限り使っているところ

・子供たちが遊べるような
ところがある

・とても素晴らしいスタッ
フが沢山いると思う。赤
ちゃんやお母さんのために
本気でやっている姿を見て、
本当にすごいと思った。日
本よりまだまだ設備も少な
いしまだ不便な所もあるけ
ど日本人のアドバイスをた
くさん受け入れ、それを実
行しさらに良くしようとい
う気持ちがあるところがす
ごいと思った。

【ポカラで準備を重ねてくださる皆さん】

12月から1月にかけてポカラ友好協会のみなさんが
集まって、ホームスティや学校交流などなどの受入
について計画を立ててくれました。その後も、数回
にわたってホームスティの家族が集まり、皆さんが
書いた情報シートを見ながら、何を食べさせてあげ
ようか、どんなことに気を付けたらいいのか、待ち
合わせはどこかなど話し合いました。また病院ス
タッフや地域のボランティアのおばちゃんも、赤
ちゃん訪問するお家を決めたりしながら準備をして
くれていました。とても多くの時間を注いでいただ
けることに感謝気持ちでいっぱいです。

← いよいよ出発！

長野県には、ポカラの赤ちゃんのた
めにと心のこもったプレゼントを作
り続けている方々が大勢います。そ
の方たちの思いも中学生に託されま
した！

←
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病院周辺地域の散策、そして病院での活
動を終えたあとの皆さんの感想（一部）

【もっといい病院にするために、自分や
家族、友達が駒ヶ根から出来そうなこ
と】

・知ってもらうことで、どういうことを
してるのか、自分たちには何が出来るの
か考える機会になったらいいと思う。だ
からまず私たちは、伝える

・お年寄りがぼうしを作ってくれている
ように少し家庭科の授業など取り入れて
みたり、全校で1つずつでも作ってみたり
すれば赤ちゃんのためになるし、お母さ
んが買う必要もなくなると思う。

・子供がどんなことで泣いているのかわ
からない方がいたので、基本的なことを
調べてポスターなど配れるようにしたい。

・病院のいい所をまとめたチラシなどを
作って送って、配ってもらう。

【ネパール大使館との関わり】

母子友好病院は在ネパール日本大使館の「人
間の安全保障草の根無償資金」でその一部が
建設されています。

日本大使館では母子友好病院のことを気にか
けてくださり、毎年中学生派遣に合わせて病
院視察にきてくださいます。この機会は病院
にとって大きな励みになっています。今年は
大使館のFacebookでもポカラ訪問のことを取
り上げてくださいました！

↓

【スリサハラバル学校】

皆さんを迎える準備をしてくれていた校長先
生、滞在中様々な場面でバックアップをして
くださった橋本隊員うれしそう。

【プチ情報】 この学校には石澤さんと
いう隊員さんが2019年12月まで活動され
ていて、今年度、中沢小学校5年生が交
流をしていました。また駒ヶ根の「みな
こいワールドフェスタ」のスタンプラ
リーの「世界のこどもたちとしおり交
換」でも交流。日本の2歳から高校生ま
でのたくさんのしおりが届き、大喜びす
るということもありました！

飛行機が遅れて
交流できないか
も、と心配しま
したが、日を変
更して実現でき
て本当に良かっ
たです！

こんな風にいろいろな方法で、年月をかけて
たくさんの人が交流し、だんだんにお互いの
マヤ（愛情）が深まっていくこと、うれしい
なあと思います。
今回の経験を通じて、皆さんが出会った人々、
心に生まれてきた思いが、これからも膨らみ、
未来につながっていきますように・・・

←
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